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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。

 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.city.koganei.lg.jp/
 モバイル（携帯電話）版 http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.htm 毎月１・15日発行
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月　

日（
月
）

１１

３０

納
期
限
の

お
知
ら
せ

主
な
内
容

◆健康ガイド
乳がん検診、結核検診、
子宮がん検診、正しい手
洗いを身につけましょう
ほか …９面

◆福祉のひろば
「介護の日」イベント、
第１５回ひとりぐらし高齢
者会食会、市民後見人養
成講習　ほか…８・９面

◆催し
はじめての「いけばな」
体験講座、まちなか観光
案内、市民スキー教室　
ほか …１１・１２面

◆お知らせ
安全・安心まちづくり協議会委員募
集、１１月は児童虐待防止推進月間、
平成２８年度保育施設利用申請案内、
秋の火災予防運動　ほか …２～７面

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

国民健康保険税 ……………第５期分
後期高齢者医療保険料 ……第５期分

　農業祭は、市民の皆さんに都市における農業の役割を理解していただくこ
とと、農家の生産意欲向上を目的に実施しています。野菜で作った宝船の展
示、市内で生産された農産物（野菜、果樹、植木等）の品評会や即売会など、
いろいろな催しを用意していますので、ぜひ、ご来場ください。
ところ　JR武蔵小金井駅南口コミュニティ広場（フェスティバルコート）、
小金井　宮地楽器ホール（小金井市民交流センター）ほか
その他　渇宝船に使用した農産物の配布は、事前の応募に当選した方が対象
です。渇開始時間前やペットを連れての入場はできません。渇東日本大震災
の復興支援のため、募金箱を設置します。皆さんのご協力をお願いします。
主　催　農業振興連合会
問合先　JA東京むさし小金井ファーマーズ・マーケット（☎０４２−３８５−
３２８１）、経済課産業振興係（☎０４２−３８７−９８８２）

11月14日（土）・15日（日）

小金井農業の祭小金井農業の祭典典 第66第66回回農業農業祭祭
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 14日（土）のイベント 
■小金井　宮地楽器ホール（小金井市民交流センター）
●品評会出品作品の展示（物産の部）
午後１時～４時
●農業絵画展
小学生が描いた農業絵画の表彰式と展示を行います。
表彰式＝午後１時３０分～２時３０分
展示＝午後２時３０分～４時
■フェスティバルコート
●品評会出品作品の展示・予約・一部販売（植木の部）
午後１時～４時
●宝船（野菜）の展示
午後１時～４時

●飲食物の販売、三宅島物産展、パンジーの販売
午前１０時～午後４時（売り切れ次第終了）
●球根つかみ取り
午後１時～４時
■JR武蔵小金井駅南口歩道
●農産物（野菜・果樹・花）の即売会
●JAいわて花巻、JA仙台物産展（買い物をした方先着
３００人に市内産キウイフルーツをプレゼント）
いずれも午前１０時～午後４時

 15日（日）のイベント 
■小金井　宮地楽器ホール（小金井市民交流センター）
●品評会出品作品の展示・販売（物産の部）
展示＝午前９時３０分～１１時

販売＝正午から（売り切れ次第終了）
●農業絵画展
展示＝午前９時３０分～午後２時３０分
■フェスティバルコート
●品評会出品作品の展示・予約
品の引き渡し（植木の部）
午前９時３０分～午後２時３０分
●宝船（野菜）の展示
午前９時３０分～正午
●飲食物、パンジーの販売、
球根つかみ取り、三宅島物産展
午前９時３０分～午後２時３０分（売り切れ次第終了）
■JR武蔵小金井駅南口歩道
●農産物（野菜・果樹・花）の即売会
●JAいわて花巻、JA仙台物産展
いずれも午前９時３０分～午後２時３０分

こ
き
ん
ち
ゃ
ん
も

　

日
に

１４遊
び
に
い
く
よ
！

　あなたにとって２０１５年はどんな１年でしたか。
学校行事のことや家族と旅行に行った思い出な
ど、２０１５年で印象深かったエピソードをお寄せく
ださい。
　投稿していただいた作文は市報平成２８年１月１
日号に掲載します。ただし、紙面の都合上すべて
の作品を掲載することが困難な場合は、抽選とさ
せていただきます。
　また、作文が掲載された方には記念品を差し上
げます。（抽選により不掲載になった方を含む）
　多くの皆さんからの投稿をお待ちしています。
対　象　市内在住・在勤・在学の１８歳以下の方
字　数　６００字以内で、題は自由に付けてくださ
い。（原稿用紙を使用してください）

その他　渇他者を中傷している等の公序良俗に反
する表現を含む場合や、テーマから著しく外れて
いる内容の作文は、掲載しない場合があります。
渇投稿していただいた作文は、お返しします。渇
投稿者の氏名・学年または年齢を掲載します。
（匿名不可）渇応募は１人１通に限ります。
応募方法　１１月３０日（必着）までに、郵送または
直接、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・
学校名・学年または職業を明記し、広報秘書課広
報係へ。
問合先　広報秘書課広報係
（〒１８４−８５０４住所不要・
市役所本庁舎２階☎０４２−
３８７−９８０３）

　住民基本台帳カードは、１２月２８日（郵送による照会が必
要な場合は１２月１８日）に交付を終了します。
　また、住民基本台帳カードへの電子証明書の登載・更新
も、１２月２２日に終了します。
　１２月２２日までに発行された電子証明書については、電子
証明書の有効期限までは利用できます。平成２８年１月以降
に電子証明書の更新が必要になった場合は、個人番号カー
ドを申請してください。
　なお、個人番号カードの交付開始時期は申請が集中し、
今年度内にカードがお渡しできない可能性があります。
　平成２８年３月までにｅ−Ｔａｘでの確定申告を予定して
いる方は、住民基本台帳カードの電子証明書の更新準備を
お願いします。
問合先　市民課市民係（☎０４２−３８７−９８３０）

市報平市報平成成２８２８年１月１日号 子ども・青少年特集作文募年１月１日号　子ども・青少年特集作文募集集

「わたしのビッグニュース2015「わたしのビッグニュース2015」」テーマ
住民基本台帳カード住民基本台帳カードのの

交付を終交付を終了了
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開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
１

時開
設
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
１
日
の

み
）
、
納
税
課
（
１
日
の
み
）

※　

取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市

税
証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、

０４２

３８７

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代

表
（
☎　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

○は休日窓口開設日
土金木水火月日
7654321
141312111098
21201918171615
28272625242322

3029

11月

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

月
の
休
日
窓
口

１１

○

○
○
○

○

　

市
内
防
犯
施
策
等
の
推
進
を
図

る
た
め
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴

い
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

７
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
で
、
平
成　
２８

年
１
月　

日
現
在　

歳
以
上
の
方

２１

１８

※　

す
で
に
市
が
設
置
し
て
い
る

附
属
機
関
等
の
委
員
の
方
は
、

原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か
他

の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附

属
機
関
等
は
そ
の
他
に
一
つ
に

限
り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）

※　

市
の
関
係
者
を
除
く
。

任　

期　

平
成　

年
１
月　

日
～

２８

２１

　

年
１
月　

日
（
年
４
回
程
度
開

３０

２０

催
）

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

応
募
方
法　
　

月　

日
（
消
印
有

１１

３０

効
）
ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
小
論
文
（
千　
２００

字
以
内
・
課
題
＝
「
防
犯
施
策
の

推
進
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
に

つ
い
て
」
）・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
地
域
安
全
課
へ
。

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
論
文
は
、
選
考

後
返
却
し
ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

地
域
安
全
課
地
域
安
全

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
・
市
役
所
本
庁
舎
１
階
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
０
６ 
　

儿　

儿
６
４

３８７

０４２

３８４

２
６
）

 
試
験
区
分
・
職
種　

中
級
職
（
一

般
事
務
・
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
対
象
）

資
格
等
要
件　

昭
和　

年
４
月
２

４５

FAX

平
成　

年
度
市
職
員
募
集

２８

日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

　

▽
身
体
障
害
者
福
祉
法
第　

条
１５

に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方　

▽
自
力
に

よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
介
助
者

な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方

▽
通
常
の
勤
務
時
間
（
１
週　

時
３８

間　

分
、
１
日
７
時
間　

分
）
に

４５

４５

対
応
で
き
る
方　

▽
活
字
印
刷
文

（　

ポ
イ
ン
ト
程
度
）
に
よ
る
出

１０
題
お
よ
び
口
述
に
よ
る
面
接
に
対

応
で
き
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
日　
　

月　

日
（
日
）

１１

２９

採
用
予
定
人
数　

若
干
名

採
用
予
定
日　

平
成　

年
４
月
１

２８

日
（
金
）

要
項
配
布　
　

月　

日
（
金
）
ま

１１

１３

で
の
午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時

３０

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

に
職
員
課（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

お
よ
び
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
配
布
す
る
ほ
か
、
配
布
期
間

中
に
限
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
受
付　
　

月
２
日
～　

日
午

１１

１３

前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５

時
に
職
員
課
で
。
郵
送
に
よ
る
応

募
（　

日
必
着
）
も
受
け
付
け
ま

１２

す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
職　

種　

保
育
士

勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
７

時
の
間
で
１
日
７
時
間　

分
４５

資
格
等
要
件　

保
育
士
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数　

４
人

面
接
試
験
日　
　

月　

日
（
木
）

１１

１９

採
用
予
定
日　
　

月　

日
（
木
）

１２

１０

※　

採
用
日
は
相
談
に
応
じ
ま

す
。

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

平
成　

年
度
育
児
休
業

２７

代
替
任
期
付
職
員
募
集

付　
　

月　

日
（
金
）
ま
で
の
午

１１

１３

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁

舎
１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（　

日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

１２
※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 　

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必

要
に
応
じ
、
仕
事
を
ご
案
内
し
ま

す
。

職　

種　

①
一
般
事
務
②
保
健
師

勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
～
午

３０

後
５
時
の
間
で
１
日
６
時
間　

分
３０

程
度

賃
金（
時
給
）　

①　

円
②
千　

円

９１０

６００

登
録
方
法　

所
定
の
用
紙
（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
職

員
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）
に

て
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　

証
明
写
真
（
縦
４

㌢
㍍
×
横
３
㌢
㍍
、
３
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
も
の
）
１
枚

※　

保
健
師
の
場
合
は
資
格
の
写

し
も
提
出

そ
の
他　

▽
い
ず
れ
の
職
種
も
国

籍
は
問
い
ま
せ
ん
。
▽
別
途
通
勤

に
要
す
る
経
費
を
条
件
に
よ
り
支

給
し
ま
す
。
▽
勤
務
時
間
・
曜
日

は
仕
事
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
▽
勤
務
条
件
に
よ
り
、
社
会

保
険
に
加
入
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
〈
文
化
財
保
護
審
議
会
〉

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
前

１１

１１

　

時
か
ら

１０ 臨
時
職
員
の
登
録
者
募
集

各
種
審
議
会
等
の
開
催
日
程

と
こ
ろ　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
学
習

室 内　

容　

文
化
財
の
指
定
・
登
録

に
つ
い
て

問
合
先　

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

〈
市
民
健
康
づ
く
り 

審
議
会
〉

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
午
後

１１

１３

７
時　

分
か
ら

３０

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
２

階
Ｂ
会
議
室

内　

容　

保
健
衛
生
事
業
に
つ
い

て
ほ
か

問
合
先　

健
康
課
健
康
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
１
２
４
０
）

３２１

 
【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

法
人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
】

　

金
融
機
関
等
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
情
に
よ
り
一
度
に
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
（
金
）、　

日

１１

１３

１６

（
月
）、　

日
（
火
）、　

日
（
水
）、

１７

１８

い
ず
れ
も
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　

納
税
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
）

※　

東
側
職
員
通
用
口
か
ら
入

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
等
に
よ
り

次
の
方
々
を
委
員
に
選
任
し
ま
し

た
。

〈
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
議
会
委
員
〉

　

▽
植
草
康
仁
さ
ん
、
亀
山
久
美

子
さ
ん
、
土
屋
義
弘
さ
ん
（
い
ず

れ
も
公
募
市
民
）

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設

委
員
選
任
結
果

問
合
先　

総
務
課
情
報
公
開
係

（
☎　

儿　

儿
９
９
２
６
）

０４２

３８７

〈
図
書
館
協
議
会
委
員
〉

　

▽
藤
森
洋
子
さ
ん
、
坂
野
勝
一

さ
ん
、
中
里
成
子
さ
ん
（
い
ず
れ

も
公
募
市
民
）

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）

３８３
 

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
前

１１

１１

　

時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
４
時

１０と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
小
ホ
ー
ル

※　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

内　

容　

年
末
調
整
、支
払
調
書
、

給
与
支
払
報
告
書
に
つ
い
て

平
成　

年
分

２７

年
末
調
整
等
説
明
会

対　

象　

市
内
の
法
人
お
よ
び
個

人
事
業
者
の
給
与
事
務
担
当
者

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

武
蔵
野
税
務
署
（
☎
０

４
２
２
儿　

儿
１
３
１
１
）
、
市

５３

民
税
課
市
民
税
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
１
９
）

 　

小
・
中
学
校
施
設
の
一
部
を
、

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
開
放

し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
や

会
議
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
学
校
教
育
活
動
に
支
障

が
あ
る
場
合
は
、
利
用
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

開
放
時
間　

▽
月
曜
～
金
曜
日
＝

午
後
６
時
～
９
時　

▽
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
等
＝
午
前
９
時
～
午
後

９
時 学

校
施
設
の
開
放

開
放
施
設
・
定
員

▽ 

第
二
小
学
校
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８３

１
１
４
２
）＝
会
議
室
（　

人
）

４０

▽ 

第
二
中
学
校
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８３

１
１
６
２
）
＝
会
議
室
（　
３０

人
）
、
視
聴
覚
室
（　

人
）
、

３０

和
室
（　

人
）

１０

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

で
構
成
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な

どそ
の
他　

事
前
に
庶
務
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
７
階
）
で
の
登
録
が

必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
社
会
教
育
関

係
団
体
等
に
登
録
し
て
い
る
場
合

は
除
き
ま
す
。

申
込
方
法　

利
用
の
１
か
月
前
～

２
日
前
に
、
直
接
、
各
学
校
へ
。

問
合
先　

庶
務
課
施
設
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
７
１
）

３８７

　

小
金
井
市
に
は
、
都
心
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
、
水
と
緑

に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

自
治
・
参
加
意
識
や
担
税
力
も

高
く
、
非
常
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

（
潜
在
能
力
）
の
高
い
ま
ち
で

す
。
そ
の
能
力
を
さ
ら
に
引
き

出
し
、
顕
在
化
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
市
民
が
市
に
対
し

て
誇
り
や
愛
着
が
持
て
る
よ
う

に
す
る
に
は
、
市
の
魅
力
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ま
ず

第
一
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の

魅
力
を
市
内
外
に
発
信
す
る
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
、
小

金
井
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
理

解
し
、
発
信
し
、
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

市
政
の
最
大
の
課
題
は
、
人

件
費
問
題
で
し
た
。 
一  
時 
の
政

い
っ 
と
き

策
判
断
に
よ
り
、
市
政
は
、
約

　

年
間
に 
亘 
り
厳
し
い
財
政
状

わ
た

４０況
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
よ
う
や
く
払

 
拭 
さ
れ
ま
し
た
。

し
ょ
く

　

将
来
を
見
ず
に
下
さ
れ
る
安

易
な
政
策
判
断
が
、
後
々
の
市

政
に
長
く
、
そ
し
て
、
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
、
私
た

ち
は
決
し
て
忘
れ
た
り
、
再
び

繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

小
金
井
の
子
ど
も
た
ち
は
、

学
力
が
優
秀
で
あ
る
と
と
も
に

健
全
に
育
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
各

々
の
役
割
を
き
ち
っ
と
果
た

し
、
連
携
し
た 
絆 
づ
く
り
と
活

き
ず
な

力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

保
育
園
は
、
定
数
を
増
や
し

て
も
増
や
し
て
も
待
機
児
解
消

に
追
い
つ
か
な
い
状
況
で
し
た

が
、
平
成　

年
４
月
に
は　

２８

３８

人
、　

年
４
月
に
は
、
待
機
児

２９

が
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
子
育
て
が
楽
し
い
と
言
え

る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
小
金
井
市
の
高
齢
者

は
元
気
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
、
そ
し
て
社
会

参
加
を
さ
ら
に
進
め
、
健
康
寿

命
を
延
ば
し
「
健
康
長
寿
の
ま

ち
小
金
井
」
を
こ
れ
か
ら
も
め

ざ
し
た
い
も
の
で
す
。

　

私
は
、
市
長
を
４
期
・
約　
１６

年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
で
、
ご
み
問
題
等

市
政
の
い
く
つ
も
の
重
要
課
題

が
、
解
決
に
向
け
て
方
向
性
が

定
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、　

月
１２

　

日
の
任
期
を
も
っ
て
引
退
す

１７る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
長
い
間

の
ご
指
導
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

小
金
井
市
長

協
議
会
委

協
議
会
委
員員

募募
集集

＝43＝

安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
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　個人番号カードでコンビニ交付サービス（全国のコ
ンビニエンスストアで住民票・印鑑登録証明書が取得
できるサービス）を利用する場合は、電子証明書が必
要となります。
　通知カードと一緒に送付される個人番号カード申請
書の裏面には「□　利用者証明用電子証明書　不要」
欄がありますが、この欄を塗りつぶすと、コンビニ交
付サービスは利用できませんので、塗りつぶさずに申
請してください。
　また、スマートフォン等による申請も可能です。詳
しくは通知カードに同封のご案内をご覧ください。
問合先　市民課市民係（☎０４２−３８７−９８３０）

個人番号カードによる
コンビニ交付サービス
の利用

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

代
理
人
が
手
続
き

代
理
人
が
手
続
き
をを

す
る
場
合

す
る
場
合
はは

委
任
状

委
任
状
をを

※　戸籍関係書類を請求する際は、本籍、筆
頭者もご記入ください。

委任状の記載例

委任状
平成○年○月○日

（あて先）小金井市長

代理人（頼まれて来庁する人）
住　所　小金井市○○町○丁目○番○号
氏　名　○○○○

例①　私は、○○を○通取得する権限を上
記の者に委任します。
例②　私は、○○届の手続きに関する権限
を上記の者に委任します。

委任者（本人）
住　所　小金井市○○町○丁目○番○号
氏　名　○○○○㊞（認印可）
電話番号　○○○栗○○○栗○○○○

　

市
民
課
で
代
理
人
が
各
種
手
続

き
を
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て

本
人
（
依
頼
す
る
人
）
直
筆
の
委

任
状
と
代
理
人
（
来
庁
者
）
の
運

転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
請
求
の
際
に
は
、
住
民

票
、
戸
籍
関
係
書
類
の
具
体
的
な

請
求
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
印
鑑
登
録
、
印
鑑
登
録

証
明
書
、
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
は

取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
委
任
状
が
必
要
で
な
い
場
合
】

　

次
の
方
が
来
庁
す
る
場
合
は
、

委
任
状
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽　

住
民
票
＝
同
一
世
帯
の
方

▽　

戸
籍
関
係
書
類
＝
該
当
の
戸

籍
に
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る

方
、
直
系
の
親
族（
親
子
等
）。

た
だ
し
、
戸
籍
関
係
書
類
の
う

ち
身
分
証
明
書
・
独
身
証
明
書

は
、
本
人
以
外
の
方
が
来
庁
す

る
際
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▽　

住
所
異
動
＝
転
入
・
転
出
は

市
内
で
同
一
世
帯
の
方
、
転
居

（
市
内
で
の
住
所
変
更
）
は
引

っ
越
し
後
の
住
所
で
同
一
世
帯

の
方

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
０
）

３８７

既
存
家
屋
へ
の
設
置
工
事
費
を
助
成
し
ま
す

雨
水
浸
透
施

雨
水
浸
透
施
設設

設
置
に
ご
協
力

設
置
に
ご
協
力
をを

　

市
で
は
、「
雨
を
か
り
る
・
か

え
す
・ 
活 
か
す
」
ま
ち
づ
く
り

い

の
一
環
と
し
て
、
雨
水
を
な
る

べ
く
下
水
道
に
流
さ
ず
、
大
地

に
か
え
す
雨
水
浸
透
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
継
承
し
、
「
安

全
で
潤
い
の
あ
る
故
郷
」
を
次

世
代
に
残
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
た
め
、
新
築
や
増
改
築

の
際
に
は
、
雨
水
浸
透
ま
す
等

の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
助
成
対
象
と
な
る
既

存
家
屋
に
対
し
、
雨
水
浸
透
ま

す
等
の
設
置
工
事
費
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

助
成
対
象　

昭
和　

年
９
月
前

６３

に
建
築
し
た
家
屋

助
成
額　
　

万
円
を
限
度
と
し

４０

ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
対
象
工

事
範
囲
以
外
（
主
に
コ
ン
ク
リ

ー
ト
壊
）
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

助
成
対
象
の
工
事
範
囲　

雨
ど

い
か
ら
接
続
し
た
雨
水
浸
透
施

設
設
置
工
事

申　

込　

下
水
道
課
業
務
設
備

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
８
）

０４２

３８７

ま
た
は
市
排
水
設
備
指
定
工
事

店
へ
。

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　町会・自治会の皆さんを中心に、まちをきれい
にする運動の一環として、公共の場所（道路や公
園など）の美化清掃を行っています。
　参加希望の方には、お住まいの地区の町会や自
治会などを紹介します。詳しくは、お問い合わせ
ください。
　皆さんの参加をお待ちしています。
と　き
渇　梶野町、緑町、本町２〜５丁目＝１１月８日
（日）
渇　前原町、貫井南町＝１１月１５日（日）
渇　貫井北町、桜町、関野町＝１１月２３日（祝）
渇　東町、中町、本町１・６丁目＝１２月６日（日）
※　いずれも時間は午前９時〜１０時
清掃用具　必要な用具は、各自でご用意くださ

い。一斉美化清掃用の
ごみ袋（ボランティア
袋）は、町会・自治会
長を通じて配布しま
す。
　集めたごみは、「落ち
葉」「燃やすごみ」
「燃やさないごみ」「危
険物」に分け、町会・
自治会で決められた
「一斉清掃専用ごみ集積所」の看板（上図）のあ
る所に出してください。翌日収集します。
※　家庭ごみ、粗大ごみ、私有地から出たごみは
対象外です。

問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）

一斉美化清掃を行っています みんなでまちをきれいに！

　

小
金
井
市
商
工
会
、
武
蔵
野
商

工
会
議
所
、
三
鷹
商
工
会
に
よ
る

中
小
企
業
の
販
路
拡
大
・
受
注
確

保
を
目
的
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

展
示
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

の
ほ
か
、
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
や
ド

ロ
ー
ン
実
演
、
村
上
信
夫
さ
ん

（
元
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
）
、
橋
本
久
義
さ
ん
（
政
策
研

究
大
学
院
大
学
教
授
）
の
講
演
会

等
を
行
い
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
火
）
午
前

１１

１０

　

時　

分
～
午
後
５
時　

分

１０

３０

３０

と
こ
ろ　

吉
祥
寺
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ

テ
ル
３
階
（
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
南

町
１
儿
６
儿
３
）

共　

催　

小
金
井
市
ほ
か

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

市
商
工
会
（
☎　

儿　
０４２

３８１

儿
８
７
６
５
）

 　

地
域
資
源
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
を
は
じ
め
た
８
人
の
物
語
を
展

示
に
よ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、
起
業
家
の
本
音
を
聞
け
る
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
起
業
ナ
イ
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
前

１１

１８

　

時
～
午
後
９
時
（
ト
ー
ク
イ
ベ

１０ン
ト
は
午
後
７
時
か
ら
）

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）

そ
の
他　

詳
し
く
は
東
小
金
井
事

業
創
造
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://ko

-to
.in
fo
/)

ま
た
は

　

月
６
日
か
ら
経
済
課
（
市
役
所

１１第
二
庁
舎
４
階
）
、
公
民
館
各

館
、　

武
蔵
小
金
井
駅
・
東
小
金

ＪＲ

井
駅
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
等
で
配
布

す
る
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

経
済
課
産
業
振
興
係

「
小
金
井
で
起
業
し
た

８
人
の
も
の
が
た
り
」
展

を
開
催

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

 
と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１１

１８

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
１

階
Ａ
会
議
室

講　

師　

二
村
祐
輔
さ
ん
（
日
本

葬
祭
ア
カ
デ
ミ
ー
教
務
研
究
室
代

表
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
電
話

１１

で
経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）
へ
。

３８７
 　

平
成　

年
１
月
～　

月
に
納
め

２７

１２

た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

消
費
者
講
座

寺
や
親
族
と
も
め
な
い
上

手
な
墓
じ
ま
い
儿
お
寺
の

形
態
や
権
利
か
ら
最
新
の

納
骨
堂
・
樹
木
墓
地
ま
で

国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
へ

国
民
年
金
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付

ま
す
。
（
平
成　

年
中
に
納
付
し

２７

た
過
年
度
分
や
家
族
の
分
も
含
ま

れ
ま
す
）

　

年
末
調
整
、
確
定
申
告
お
よ
び

市
・
都
民
税
申
告
等
で
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
を
す
る
際
に

は
、
納
付
し
た
保
険
料
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
９
月　

日
ま
で
に

３０

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を

証
明
し
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

日
本
年
金
機
構
か
ら　

月
上
旬
に

１１

送
付
し
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
こ
の
証
明
書
と　

月
１
日
以

１０

降
に
納
付
し
た
領
収
証
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

【
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

　
　

月
２
日
～
平
成　

年
３
月　

１１

２８

１５

日
の
月
曜
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
７
時
、
第
２
土
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）

▽　

電
話
＝
０
５
７
０
儿　

儿　
０５８

５５５

▽　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
＝　

儿
０３

６
７
０
０
儿
１
１
４
４

問
合
先　

立
川
年
金
事
務
所
（
☎

　

儿　

儿
０
３
５
２
）

０４２

５２３

 　

市
民
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備

室
で
は
、
市
民
協
働
推
進
員
２
人

を
配
置
し
、
市
民
協
働
の
推
進
の

た
め
の
諸
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
民
協
働
に
つ
い
て
聞
い
て

み
た
い
方
や
携
わ
っ
て
み
た
い
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

開
所
日
時　

木
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時　

分
～
正
午
、

３０

午
後
１
時
～
５
時

と
こ
ろ　

小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
（
福

祉
会
館
２
階
）

主
な
業
務

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
協
働
支
援

セ
ン
タ
ー
準
備
室

▽　

市
民
協
働
・
市
民
活
動
等
の

相
談
（
行
政
と
協
働
し
た
事
業

の
実
施
、
市
民
活
動
を
行
う
う

え
で
の
課
題
や
悩
み
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
設
立
に
つ
い
て
な
ど
）

▽　

市
民
活
動
団
体
等
と
行
政
の

間
や
、
市
民
活
動
団
体
相
互
間

の
協
働
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

▽　

市
民
協
働
・
市
民
活
動
に
つ

い
て
の
調
査
活
動
、
情
報
の
収

集
・
発
信

▽　

市
民
協
働
に
関
連
す
る
行
事

等
へ
の
参
加
・
協
力

▽　

市
民
協
働
の
推
進
に
向
け
た

仕
組
み
等
の
検
討

▽　

市
民
活
動
団
体
リ
ス
ト
の
管

理
問
合
先　

市
民
協
働
支
援
セ
ン
タ

ー
準
備
室
（
☎　

儿　

儿
７
７
６

０４２

３８５

７
）

 　

勤
務
条
件
や
雇
用
条
件
に
疑
問

を
感
じ
た
と
き
な
ど
に
気
軽
に
ご

覧
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
。

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所　

経
済
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
４
階
）
、
公
民
館
各
館
、

図
書
館
本
館
、
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
東
小
金
井
事
業

創
造
セ
ン
タ
ー
（
梶
野
町
１
儿
２

儿　

）
、
商
工
会

３６
問
合
先　

経
済
課
産
業
振
興
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

ポ
ケ
ッ
ト
労
働
法
２
０
１
５

を
配
布
中

産
業
フ
ェ
ス

産
業
フ
ェ
ス
タタ

第
５
回

武
蔵
野
エ
リ
ア
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　９月２６日（土）、２７日（日）に第
４８回小金井お月見のつどいが開催
されました。当日は、市の伝統芸
能である祭り 囃  子 や、和洋音楽舞

ばや し

踊に加え、熱気球、プラネタリウ
ム、天体望遠鏡による月の観望な
どを、多くの方が楽しみました。
　また、祭壇前の募金箱には
７,１４６円、本部の東日本大震災募
金箱には６,８５７円が寄せられまし
た。それぞれ、社会福祉協議会と
久慈市へ寄附します。

第第第第第第第第第第第第444444444444888888888888回回回回回回回回回回回回小小小小小小小小小小小小金金金金金金金金金金金金井井井井井井井井井井井井おおおおおおおおおおおお月月月月月月月月月月月月見見見見見見見見見見見見ののののののののののののつつつつつつつつつつつつどどどどどどどどどどどどいいいいいいいいいいいい第48回小金井お月見のつどいががががががががががががが
開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催さささささささささささされれれれれれれれれれれれまままままままままままましししししししししししし開催されましたたたたたたたたたたたたた

ご利用ください

２階の飲食スペース１階の情報発信コーナー

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　JR東小金井駅南口にある「黄金や」は、小金井らし
い商品を取り集めたお店です。小金井産の商品をはじ
め、ご近所やゆかりのあるまちから、名物を取りそろ
えました。
　１階では、主に市内事業所から出品された商品のほ
か、採れたて地場野菜などの農産物も販売していま
す。また、小金井まちなか歩きガイドブックやてくて

くマップなどを配布し、市内の情報を発信しています。
　２階の飲食スペースでは、小金井産の朝採れ野菜を
たっぷり使ったランチメニューや午後のブランチデザ
ートなどを提供するカフェ・レストランとして営業し
ています。このスペースでは、このほかにも販売展示
会、ワークショップ、地元商店会との連携イベント等
も行っています。
所在地　東町４−４２−２１昭和信用金庫駐車場内
営業時間　午前１０時〜午後８時
定休日　日曜日
取扱商品　農産物、食品（肉加工品、弁当、惣菜、パ
ン、和洋菓子）、雑貨、こきんちゃんグッズなど
運　営　商工会産業振興プラン推進室「 黄  金  井 の里」

こ が ね

問合先　小金井タウンショップ「黄金や」（☎０４２−３１６
−１８３３）

小金井タウンショップ「 黄金 や」
こ が ね

募
集
内
容

▽　

家
族
向
け
・
単
身
者
向
け

（
一
般
募
集
住
宅
）

▽　

定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
）

▽　

定
期
使
用
住
宅
（
多
子
世
帯

向
け
）

▽　

若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

申
込
書
配
布
期
間　
　

月
４
日

１１

（
水
）
～　

日
（
金
）

１３

申
込
書
配
布
場
所　

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５

階
）
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
、
管
財
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１

階
）
、
夜
間
・
休
日
は
施
設
管
理

室
（
同
１
階
）で
配
布
す
る
ほ
か
、

配
布
期
間
中
に
限
り
、
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t

tp
://w
w
w
.to
-ko
u
sy
a
.o
r.jp

/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

そ
の
他　

募
集
内
容
、
申
込
資
格

等
詳
し
く
は
、
「
都
営
住
宅
募
集

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
　

月　

日
（
必
着
）

１１

１７

ま
で
に
、
郵
送
で
渋
谷
郵
便
局

へ
。

問
合
先　

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
）
都
営
住
宅
募
集

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０１０

　

＝　

月
４
日
～　

日
、
☎　

儿

８１０

１１

１３

０３

３
４
９
８
儿
８
８
９
４
）
、
市
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
１
）

３８７

 　
　

月　

日
は
、
女
性
に
対
す
る

１１

２５

暴
力
撤
廃
国
際
日
で
す
。
内
閣
府

で
は
、
社
会
の
意
識
啓
発
等
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
に
関
す

る
取
り
組
み
を
一
層
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、　

月　

日
～　

１１

１２

２５

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
に
伴
い

Ｄ
Ｖ
防
止
普
及
啓
発

パ
ネ
ル
展
を
開
催

日
に
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
運
動
の
一
環
と

し
て
「
Ｄ
Ｖ
防
止
普
及
啓
発
パ
ネ

ル
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
い
た
だ
き
、
Ｄ
Ｖ
防
止
の
輪
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
～　

１１

１２

２５

日
（
水
）

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
入
口

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
（
☎　

儿　

儿
９
８
５

０４２

３８７

３
）

 　

市
内
に
あ
る
既
存
の
住
宅
用
家

屋
を
建
て
替
え
る
際
は
、
平
成　
２８

年
１
月
１
日
現
在
、
更
地
や
建
設

途
中
で
家
が
完
成
し
て
い
な
い
場

合
、
住
宅
用
地
の
特
例
制
度
が
適

用
さ
れ
ず
、
土
地
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
税
額
が
上
が

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
条
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
引
き
続
き
特
例
制
度
の
適
用

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
（
平
成　

年
２８

度
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
）

　

特
例
制
度
を
適
用
す
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。
適
用
の
可

否
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

適
用
条
件

▽　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、

２７

住
居
用
家
屋
が
建
っ
て
い
た
住

宅
用
地
で
あ
る
こ
と

▽　

建
て
替
え
前
の
住
宅
の
敷
地

と
同
一
の
敷
地
で
あ
る
こ
と

▽　

平
成　

年
度
と
平
成　

年
度

２７

２８

の
賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）
に

お
け
る
土
地
の
所
有
者
が
同
一

で
あ
る
こ
と
（
家
屋
も
同
様
）

▽　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、

２８

工
事
の
着
手
等
が
す
で
に
行
わ

れ
て
お
り
、
平
成　

年
中
に
家

２８

が
完
成
し
て
い
る
こ
と

申
請
・
問
合
先　

平
成　

年
２
月

２８

１
日
ま
で
に
、
所
定
の
申
請
書

（
資
産
税
課
で
配
布
）
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
建
て
替
え
が
分
か

住
宅
用
地
の
建
て
替
え

特
例
制
度
の
適
用
申
請
を

る
資
料
（
建
築
確
認
済
証
、
契
約

書
・
図
面
な
ど
）を
持
参
の
う
え
、

資
産
税
課
土
地
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８
２

０４２

３８７

１
）
へ
。

 　

太
陽
光
発
電
な
ど
の
住
宅
用
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
を
購
入
し
設
置

し
、
使
用
し
て
い
る
方
に
、
予
算

の
範
囲
で
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　

必
要
書
類
、
補
助
対
象
機
器
等

の
詳
細
は
、
環
境
政
策
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
４
階
）
で
配
布
し
て

い
る
平
成　

年
度
用
要
綱
を
ご
覧

２７

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象　

▽
平
成　

年
４
月
１

２６

日
以
降
に
市
内
の
個
人
用
住
宅
に

自
家
用
と
し
て
未
使
用
の
対
象
機

器
を
設
置
し
た
方　

▽
市
税
等
を

完
納
し
て
い
る
方

※　

賃
貸
住
宅
や
区
分
所
有
建
築

物
・
共
有
建
築
物
で
も
条
件
に

よ
り
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

補
助
対
象
機
器
・
金
額　

▽
燃
料

電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）
＝
５
万

円　

▽
太
陽
光
発
電
設
備
＝
１
㌗

当
た
り
３
万
円
、　

万
円
を
限
度

１０

▽
太
陽
熱
温
水
器
＝
１
万
５
千
円

▽
太
陽
熱
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
＝

３
万
円

※　

組
み
合
わ
せ
申
請
は
可
能
で

す
が
、
太
陽
熱
温
水
器
お
よ
び

太
陽
熱
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の

組
み
合
わ
せ
申
請
は
で
き
ま
せ

ん
。

申
請
・
問
合
先　

環
境
政
策
課
環

境
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

へ
。

 　

雨
水
の
積
極
的
な
有
効
利
用
と

節
水
活
動
を
目
的
と
し
て
、
雨
水

貯
留
施
設
（
雨
水
タ
ン
ク
等
）
の

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
等
設
置
費
の
一
部
を

補
助

雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
費

の
一
部
を
補
助

す
。

　

な
お
、
一
度
の
申
請
で
２
基
ま

で
申
請
で
き
ま
す
が
、
申
請
後
、

３
年
間
は
申
請
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
を
利
用
す
る
方
は
、
購

入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象　

▽
市
内
で
所
有
ま
た

は
利
用
す
る
建
物
に
、
雨
水
貯
留

施
設
を
購
入
し
設
置
し
た
方　

▽

市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

補
助
金
額　

貯
留
施
設
本
体
の
購

入
金
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

金
額
で
、
３
万
円
を
上
限
と
し
ま

す
。
（　

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

１０

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

  　

は
と
や
野
良
猫
等
に
無
責
任
に

え
さ
を
与
え
る
こ
と
は
、
生
態
系

の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
生
活
環
境

を
乱
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ふ
ん
や
尿
に
よ
る
悪
臭
や
害

虫
の
発
生
な
ど
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

公
共
の
場
や
他
人
の
敷
地
に
え

さ
を
ま
く
よ
う
な
無
責
任
な
行
為

に
よ
り
、
動
物
が
人
に
疎
ま
れ
る

存
在
に
な
ら
な
い
よ
う
、
愛
護
家

の
方
は
、
節
度
あ
る
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 　

市
職
員
が
自
ら
の
接
遇
を
振
り

返
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
接
遇

に
対
す
る
意
識
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、　

月
を
「
接
遇

１１

向
上
月
間
」
と
し
ま
す
。

は
と
や
野
良
猫
等
に

え
さ
を
与
え
て
い
る
方
へ

　

月
は
市
役
所
接
遇
向
上

１１月
間

　

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
活
用

し
、
こ
の
月
間
を
通
し
て
市
職
員

と
し
て
の
接
遇
の
あ
り
方
を
再
確

認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が

気
兼
ね
な
く
市
役
所
を
訪
れ
、
気

持
ち
よ
く
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
接
遇
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

な
お
、
職
員
の
接
遇
に
関
し
て

お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
・
回
収
箱
設
置

　

月
１
日
（
日
）
～　

日
（
月
）

１１

３０

に
、
市
役
所
本
庁
舎
、
第
二
庁
舎

ほ
か
各
市
施
設
で
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 　
　

月
１
日
か
ら
、
「
ふ
れ
あ
い

１１
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
（
定
時
放
送
）
の

ふ
れ
あ
い
メ
ロ
デ
ィ
ー

放
送
時
間
の
変
更

放
送
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

放
送
時
間　

午
後
４
時　

分
（　

３０

１１

月
～
平
成　

年
３
月
）

２８

問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
７
）

０４２

３８７

  
と　

き　
　

月　

日
（
火
）
午
前

１１

１０

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

内　

容　

ミ
ニ
ト
ー
ク
「
赤
ち
ゃ

ん
の
冬
の
健
康
」
「
赤
ち
ゃ
ん
の

食
事
」
、
ふ
れ
あ
い
遊
び

対　

象　

０
歳
児
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

申
込
方
法　

当
日
直
接
同
保
育
園

へ
。

問
合
先　

同
保
育
園
（
☎
０
４
２

２
儿　

儿
０
７
７
０
）

６０
市
立
け
や
き
保
育
園

な
の
は
な
ひ
ろ
ば

都
営
住

都
営
住
宅宅

入
居
者
募

入
居
者
募
集集



27・11・15

公開授業
入学説明会

と　き学校名
開始時刻受付時刻

８：５０～１４：２５１４：４５１４：３０１１月１３日（金）第一中学校（☎３８３－１１６１）
１３：３０～１４：２０１４：３５１３：１５１１月１０日（火）第二中学校（☎３８３－１１６２）
８：５０～１１：４０１０：５０１０：３５１１月２８日（土）東 中 学 校（☎３８３－１１６３）
８：４５～１５：２０１１：４５１１：３５１２月１９日（土）緑 中 学 校（☎３８３－１１６４）
１３：２５～１４：１５１４：３５１４：２０１２月４日（金）南 中 学 校（☎３８３－１１０５）

※　表中、電話番号は市外局番０４２を省略しています。

＝
午
後
０
時　

分
～
４
時

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者
、
小
・

中
学
生

問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

 　

来
年
４
月
に
市
立
中
学
校
へ
入

学
す
る
生
徒
の
保
護
者
を
対
象

に
、
入
学
説
明
会
お
よ
び
公
開
授

業
を
、
左
表
の
日
程
で
行
い
ま

す
。

　

入
学
予
定
者
は
、
平
成　

年
４

１５

月
２
日
～　

年
４
月
１
日
に
生
ま

１６

れ
た
方
で
す
。

問
合
先　

各
中
学
校

市
立
中
学
校
入
学
説
明
会

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ーー

JR国分寺駅

東京学芸大学連雀通り

早稲田実業学校

第四小学校

警察署警察署

交番

N

東京経済大学

新
小
金
井
街
道子ども家庭支援センター子ども家庭支援センター

警察署

た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
大
切
に

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
を
支
援

し
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
が
安
心

し
て
健
康
に
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　

友
達
の
輪
を
広
げ
る
お
手
伝
い

や
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提

供
し
ま
す
。

　

子
ど
も
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
子
育
て
相
談

　

一
人
で
悩
ま
な
い
で
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
職
員
に
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
相

談
で
き
ま
す
。

②
こ
こ
ろ
の
相
談

　

専
門
の
相
談
員
（
臨
床
心
理

士
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
（
不
定

期
）
。
事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
。③

親
子
あ
そ
び
ひ
ろ
ば

　

親
子
が
安
心
し
て
楽
し
く
遊
べ

る
自
由
な
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
ス
タ

ッ
フ
も
一
緒
に
交
流
し
ま
す
。
飲

食
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

開
設
日　

火
曜
～
土
曜
日
午
前　
１０

時
～
午
後
４
時

対　

象　

お
お
む
ね
６
歳
ま
で
の

就
学
前
の
児
童
と
保
護
者

④
子
育
て
講
座
・ 

自
主
グ
ル
ー
プ

　

子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供

や
各
種
子
育
て
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
の
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
を

応
援
し
ま
す
。

⑤
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト 

ス
テ
イ

　

保
護
者
の
傷
病
・
看
護
、
冠
婚

葬
祭
・
出
張
、
育
児
疲
れ
・
育
児

不
安
な
ど
で
、
子
ど
も
を
養
育
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
き

に
、
市
が
指
定
す
る
児
童
養
護
施

設
で
短
期
間
（
宿
泊
）
子
ど
も
を

お
預
か
り
し
ま
す
。

費　

用　

１
泊
３
千
円
（
２
食

付
。
実
費
負
担
あ
り
）

※　

生
活
保
護
世
帯
等
は
無
料

⑥
育
児
支
援
ヘ
ル
パ
ー

　

出
産
直
後
で
介
助
す
る
方
が
い

な
い
家
庭
や
多
胎
の
家
庭
、
育
児

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
家
庭
に
対

し
て
、
相
談
に
応
じ
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
ま
す
。

費　

用　

１
時
間
千
円
（
実
費
負

担
あ
り
）

※　

生
活
保
護
世
帯
等
は
無
料

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

開
館
日　

月
曜
～
土
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
祝
日
を
除
く
）

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
未
満

１８

の
児
童
と
保
護
者
、
地
域
で
子
育

て
に
か
か
わ
る
活
動
を
し
て
い
る

方
や
こ
れ
か
ら
活
動
し
よ
う
と
す

る
方
（
⑤
⑥
は
年
齢
制
限
あ
り
）

申
込
方
法
（
⑤
⑥
）　

申
請
書
は

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
３
階
）
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
申
請
は
同
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　厚生労働省では、児童虐待防止法が
施行された１１月を「児童虐待防止推進
月間」としています。皆さんのご理
解・ご協力をお願いします。
〈児童虐待とは〉
　児童虐待は、重大な人権侵害行為で
す。子どもが嫌いだから、憎いからと
いうだけではなく、しつけや訓練など
の親の思いや愛情から生まれた行為で
も、子どもの心身を傷つける行為は虐
待です。
〈おかしい？と感じたら迷わず連絡〉
　皆さんの連絡が子どもたちのＳＯＳ
をキャッチするきっかけになります。
秘密は守られますので、心配なこと、

気になることがありましたらご連絡く
ださい。
〈通告・相談〉
渇　子ども家庭支援センター（相談窓
口）＝☎０４２－３２１－３１４６（月曜～土
曜日午前９時～午後５時）

渇　東京都小平児童相談所（緊急時）
＝☎０４２－４６７－３７１１（月曜～金曜日
午前９時～午後５時４５分）

渇　児童相談所全国共通ダイヤル（緊
急時）＝☎ １８９ （お近くの児童相談

いちはやく

所につながります。つながらない場
合は、☎０５７０－０６４－０００へ。）
渇　小金井警察署（緊急時）＝☎０４２
－３８１－０１１０

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月はははははははははは児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐待待待待待待待待待待防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進月月月月月月月月月月月は児童虐待防止推進月間間間間間間間間間間間
「もしかして」　 あなたが救う　小さな手

（平成２７年度「児童虐待防止推進月間」標語）

虐待には、４つのタイプがあります。
これらは、単独で起こるわけではなく重複して現れることが
多いのです。

煙性的ないたずらをしたり、性的関係
を強要したりする。

煙性的行為を見せる・ポルノなどの性
的商品の対象にする　など

煙異性への極端な嫌悪感を植え付けて
しまうなど、子どもの心身に大きな
傷を残す。

性的虐待

煙著しい暴言または著しい拒絶的な対
応、家庭内における配偶者に対する
暴力

煙子どもの存在を否定するような暴
言・発達段階や能力以上のことを要
求し、できないとしかる。

煙子どもの前でＤＶ（夫・妻・パート
ナーへの暴力）を行う　など

煙強いおびえ、うつ状態、無感動・無
反応、強い攻撃性など、日常生活に
支障をきたす精神症状が現れる。

心理的虐待

煙心身の正常な発達を妨げるような
著しい減食または長時間の放置
煙家や車の中に放置する・食事やふ
ろなどの世話をしない・健康を損
ねても治療しない・同居人の子ど
もへの暴力を見過ごす　など
煙発育・発達がひどく遅れたり、極
端な場合には、栄養失調や脱水症
状などから死に至ることもある。

ネグレクト
（養育の放棄・怠慢）

煙身体に外傷が生じる、または生じ
るおそれのある暴行を加えること
煙殴る・ける・たばこの火を押し付
ける・熱湯をかける　など
煙あざや傷、やけど、骨折。ひどい
場合には、後遺症を残したり、死
に至ることもある。

身体的虐待
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問
合
先　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
（
①
②
相
談
専
用
＝
☎

　

儿　

儿
３
１
４
６
③
④
＝
☎

０４２

３２１

　

儿　

儿
３
１
４
１
⑤
⑥
＝
☎

０４２

３２１

　

儿　

儿
３
１
６
１
）
、
子
育

０４２

３２１

て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
３
６
）

０４２

３８７

　

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
自
宅
で

保
育
す
る
家
庭
福
祉
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
条
件
等
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
（
開
設

時
期
は
応
相
談
）

資
格
等
要
件　

市
内
在
住
で　

～
２５

　

歳
の
保
育
士
、
教
員
、
助
産
師
、

６２保
健
師
、
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
有
す
る
方

要
項
配
布
・
応
募
受
付　

午
前
８

時　

分
～
午
後
５
時
（
土
曜
・
日

３０
曜
・
祝
日
を
除
く
）
に
、
直
接
、

保
育
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３

階
）
で
。

問
合
先　

保
育
課
保
育
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
４
６
）

３８７

 　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
依
頼
会
員

（
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
）
と

協
力
会
員
（
お
手
伝
い
を
し
た
い

方
）
の
会
員
組
織
で
す
。

　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

【
会
員
説
明
会
】

　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
水
）
午
前

１１

１８

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館

対　

象　

▽
依
頼
会
員
＝
市
内
在

住
で
、
原
則
生
後　

日
～
小
学
生

５７

の
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
方　

▽
協
力
会
員
＝
援
助
活
動
に
関
心

の
あ
る　

歳
以
上
の
方
（
協
力
会

２０

員
講
習
会
へ
の
参
加
が
必
要
で

す
）

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申
込
方
法　
　

月
４
日
か
ら
、
電

１１

話
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
へ
。

【
協
力
会
員
講
習
会
】

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

　

子
ど
も
の
健
康
と
安
全
、
子
ど

も
の
発
達
、
食
事
、
応
急
手
当
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
、
平
成　

年

１２

１２

２８

１
月　

日
、
２
月　

日
、
３
月
５

２３

１３

日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前
９
時

　

分
～
午
後
３
時

３０※　

こ
の
ほ
か
の
日
程
で
保
育
実

習
が
あ
り
ま
す
。
出
席
で
き
る

回
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
。

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

援
助
活
動
に
関
心
の
あ

る　

歳
以
上
の
方

２０
申
込
方
法　

電
話
で
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３２０

７
０
１
＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）

  　

子
ど
も
の
遊
び
場
不
足
を
補

い
、
安
全
で
広
い
遊
び
場
を
確
保

す
る
た
め
、
市
立
小
学
校
の
校
庭

を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

開
放
中
は
、
校
庭
開
放
指
導
員

が
遊
び
の
指
導
や
安
全
管
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ー
ル
な

ど
の
遊
具
も
備
え
て
い
ま
す
。

開
放
日　

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

（
振
替
休
日
を
含
む
）
お
よ
び

冬
・
春
休
み
期
間

※　

年
末
年
始
、
夏
休
み
期
間
、

　

月
～
翌
年
３
月
の
土
曜
・
日

１２曜
・
祝
日
（
冬
・
春
休
み
期
間

を
除
く
）
は
開
放
し
ま
せ
ん
。

※　

学
校
行
事
等
で
開
放
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
放
時
間　

▽
３
～　

月
＝
午
後

１０

１
時
～
５
時　

▽　

月
＝
午
後
１

１１

時
～
４
時　

分　

▽
冬
休
み
期
間

３０

休
日
校
庭（
遊
び
場
）開
放

家
庭
福
祉
員
を

　
　
　
　

募
集



27・11・1 6

各種手当等に
該当する方は申請を

 各種手当等所得制限限度額一覧 （単位：円）
重度心身障害
者手当特別児童扶養手当特別障害者手当等

⑤心身障害者
　福祉手当

児童扶養手当・ひとり親家庭等
医療費助成（※）

②児童育成
　（障害）手当

①児童手当・義務教育
就学児医療費助成

扶
養
親
族

等
の
数　 ⑩本人

（２０歳未満は
扶養義務者）

⑨配偶者・
　扶養義務者⑧本人⑦配偶者・

　扶養義務者⑥本人
④配偶者・扶養義
務者および孤児
等の養育者

③本人
上段＝全部支給
下段＝一部支給

３,６０４,０００６,２８７,０００４,５９６,０００６,２８７,０００３,６０４,０００３,６０４,０００２,３６０,０００
 １９０,０００

３,６０４,０００６,２２０,００００人
１,９２０,０００

３,９８４,０００６,５３６,０００４,９７６,０００６,５３６,０００３,９８４,０００３,９８４,０００２,７４０,０００
 ５７０,０００

３,９８４,０００６,６００,０００１人
２,３００,０００

４,３６４,０００６,７４９,０００５,３５６,０００６,７４９,０００４,３６４,０００４,３６４,０００３,１２０,０００
 ９５０,０００

４,３６４,０００６,９８０,０００２人
２,６８０,０００

４,７４４,０００６,９６２,０００５,７３６,０００６,９６２,０００４,７４４,０００４,７４４,０００３,５００,０００
１,３３０,０００

４,７４４,０００７,３６０,０００３人
３,０６０,０００

５,１２４,０００７,１７５,０００６,１１６,０００７,１７５,０００５,１２４,０００５,１２４,０００３,８８０,０００
１,７１０,０００

５,１２４,０００７,７４０,０００４人
３,４４０,０００

５,５０４,０００７,３８８,０００６,４９６,０００７,３８８,０００５,５０４,０００５,５０４,０００４,２６０,０００
２,０９０,０００

５,５０４,０００８,１２０,０００５人
３,８２０,０００

平成２７年１１月
～２８年１０月平成２７年８月～２８年７月（ひとり親家庭等医療費助成＝平成２８年１月～１２月）児童手当、児童育成手当＝平成２７年６月～２８年５月

義務教育就学児医療費助成＝平成２７年１０月～２８年９月
所得適
用期間

老人控除対象配偶者、老人扶養親族１人につき加算する額
　渇児童育成（障害）手当、児童扶養手当（本人）、ひとり親家庭等医療費助成（本人）、心身障害者福祉手当、特別障害者手当等（本人）、特別児童扶養手当（本人）、
重度心身障害者手当（本人） ………………………………………………………………………………………………………………………………………………………… １００,０００円

　渇児童手当、義務教育就学児医療費助成 ……………………………………………………………………………………………………………………………………………… ６０,０００円
　渇児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成、特別障害者手当等、特別児童扶養手当（配偶者、扶養義務者等）。ただし、老人控除対象配偶者、老人扶養親族が２人以上の場合のみ … ６０,０００円
特定扶養親族および１６歳以上１９歳未満の扶養親族１人につき加算する額
　渇児童扶養手当（本人）、ひとり親家庭等医療費助成（本人） …………………………………………………………………………………………………………………… １５０,０００円
　渇児童育成（障害）手当、心身障害者福祉手当、重度心身障害者手当  ………………………………………………………………………………………………………… ２５０,０００円
　渇特別障害者手当等（本人）、特別児童扶養手当（本人） ………………………………………………………………………………………………………………………… ２５０,０００円

所
得
制
限
限
度
額
に

加
算
す
る
額　
　
　

寡婦（夫）控除（③を除く）・勤労学生  ………………………………………………………………………………………………………………… ２７０,０００円
　渇寡婦控除の特例加算（③を除く）  …………………………………………………………………………………………………………………… ８０,０００円
障害者控除（⑤⑥⑩を除く）  ……………………………………………………………………………………………………………………………… ２７０,０００円
特別障害者控除（⑤⑥⑩を除く）  ………………………………………………………………………………………………………………………… ４００,０００円

本人該当事項
所
得
か
ら
控
除
す
る
額

障害者扶養控除（１人につき）  …………………………………………………………………………………………………………………………… ２７０,０００円
特別障害者扶養控除（１人につき）  ……………………………………………………………………………………………………………………… ４００,０００円
配偶者特別控除（①を除く） …………………………………………………………………………………………………………………………… 控除相当額
雑損控除、医療費控除、小規模企業共済等掛金控除 ………………………………………………………………………………………………… 控除相当額
社会保険料控除  …………………………………………………………………………………………………………… 一律８０,０００円（⑤⑥⑩は控除相当額）

扶養親族等・
その他各種の控除

※　ひとり親家庭等医療費助成制度の所得制限は、児童扶養手当の一部支給と同額

%
%

%
%
%
%

　各種手当の所得制限限度額は、下表のとおり
です。平成２６年中の所得が各限度額未満に該当
する方は、申請してください。
　なお、すでに受給している方は、手続きの必
要はありません。

問合先
渇①～④＝子育て支援課手当助成係（☎０４２－
３８７－９８３９）
渇⑤～⑩＝自立生活支援課障害福祉係（☎０４２
－３８７－９８４２）

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

認定証の発行　４月１日に施行された子
ども・子育て支援法に伴い、施設等の利
用を希望する保護者の方は認定証が必要
です。
※　特定保育施設・特定地域型保育事業
の利用を希望する方は受付期間内に申
し込んでください。すでに認定を受け
ている方も、現況の確認により、認定
証の差し替えがある場合があります。
※　新制度に移行している幼稚園、認定
こども園等を利用する場合の認定証の
発行は随時行っています。
受付期間　
渇　１１月１１日（水）～２５日（水）午前８
時３０分～午後５時（土曜・日曜日を除
く。１１月１９日（木）、２４日（火）は午
後８時まで）
渇　１１月１５日（日）、２１日（土）午前９
時～午後１時
受入予定人数　右表のとおり。なお、募
集人数が０人でも、児童の退所等により
受け入れ可能となる場合があります。
　利用希望者が保育施設（事業者）の受
入予定人数を超えたときは、一定の基準
に従い、保育に欠ける要件の高い児童か
ら順次利用開始となります。
　０歳児は、生後５７日目以降から利用対
象となります。
　なお、受付期間以降に出産予定の方
は、ご相談ください。
申請基準　保育施設（事業者）へ利用申
請できる児童は、その保護者のいずれも
が、一定の要件により保育に当たること

ができない必要があります。
※　平成２８年５月１日時点で育児休業を
取得中の方は、４月１日利用開始の要
件に該当しません。育児休業取得対象
児以外のお子さんも同様です。

利用料　保護者の住民税所得割額（市町
村民税のみ）に応じて決定します。
申請書等配布　保育課、各保育施設（事
業者）で配布しているほか、市ホームペ
ージからダウンロードできます。
必要書類等　渇支給認定申請書兼保育施
設等利用申請書　渇勤務証明書等現況を
証明する書類　渇平成２７年度住民税
（非）課税証明書（平成２７年１月１日現
在、小金井市に住民票がない場合）
※　世帯の状況により提出する書類が異
なりますので、詳しくはお問い合わせ
ください。

申請方法　必要書類を持参のうえ、直
接、保育課へ。（郵送・ファクス等不可）
　平成２７年度認可保育所の保育所入所申
込書は、平成２８年３月３１日で有効期限が
切れますので、平成２８年４月以降も引き
続き入所を希望する場合は、受付期間内
に申請書を提出してください。
※　市外の保育施設（事業者）の利用を
希望する場合は、締切日・必要書類等
が各市区町村・施設で異なりますの
で、確認のうえ、早めに保育課へお申
し込みください。

問合先　保育課保育係（市役所第二庁舎
３階☎０４２－３８７－９８４６）

平成28年度保育施設利用申請のご案平成28年度保育施設利用申請のご案内内
各保育施設（事業者）の受入予定人数 （１０月２３日現在）

２号３号
所在地施設（事業者）

５歳４歳３歳２歳１歳０歳
００１５６９梶野町２−７−５ひなぎく保育園

私　
　

立

００１１１８１１貫井南町４−２９−２１貫井保育園
１０２４２１８貫井北町５−８−１愛の園保育園
００３３８１０貫井南町１−１３−１７光明第二保育園

０００４１１９本町３−５−９しんあい保育園 （１）
００７３２１１東町４−２１−８こむぎ保育園
１００１４６中町１−５−２１ひまわり保育園
１２１０５１２本町５−１９−２アスクむさし小金井保育園
０００００９東町４−４２−１−２０６駅前コスモ保育園
２１００１６緑町４−５−７小金井北・プチクレイシュ
０００１４６貫井北町３−２１−５うぃず武蔵小金井保育園
００００７９梶野町５−８−２０　Ｂ☆第二コスモ保育園

１３１３１３１３１２６本町１丁目（予定）☆（仮称）グローバルキッズ
武蔵小金井園

１１１１１１１０１０６梶野町５−１１−５　１階☆（仮称）キッズガーデン東
小金井

１６２東町５−２３−１６、１８こどものへや保育室
００３貫井南町４−１４−１４また明日保育園
０２０梶野町２−７−３０−１０１家庭的保育室みんなの場所
１０６梶野町５−８−２５−１０１第四コスモ保育園

００１前原町５−１−９東京工学院きしゃぽっぽ保
育園

００３本町１−１８−３　２階みらいえ保育園武蔵小金井
１０４３９東町３−１−１６くりのみ保育園

市　
　

立

５７４３９前原町３−１１−１２わかたけ保育園 （２）
２
（１）５４４３９本町５−６−１９小金井保育園

３歳または５歳で
６人（３歳または
５歳で１人）

６３９貫井北町３−３０−６さくら保育園

０１
（１）０４８１２梶野町１−２−３けやき保育園

※　（　）内は年齢別受入予定人数中の障がい児受入可能人数（内数）です。退所の状況により変
更になる場合があります。
※　☆は平成２８年４月に新制度移行・新設予定施設
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火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
防
火
防
災
に
関
す
る
意
識
や

防
災
行
動
力
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、
万
一

発
生
し
た
場
合
に
も
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
、
尊
い
命
と
貴
重
な

財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

運
動
で
す
。

問
合
先　

小
金
井
消
防
署
予
防
課

（
☎　

儿　

儿
０
１
１
９
）

０４２

３８４

 
【
お
住
ま
い
の
住
宅
で
は
】

　

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
住
宅
に

は
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
ま
す
か
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

の
煙
や
熱
を
感
知
し
て
、
音
声
や

警
報
音
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
で

火
災
の
早
期
発
見
に
大
変
有
効
で

す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家

庭
は
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ

う
。
す
で
に
設
置
し
て
い
る
ご
家

庭
で
は
、
定
期
的
に
点
検
を
行

い
、
い
ざ
と
い
う
時
に
き
ち
ん
と

警
報
器
が
作
動
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
震
で
家
具
が
転
倒
す

る
と
、
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て

け
が
を
し
て
し
ま
う
ば
か
り
で
は

な
く
、
火
災
を
引
き
起
こ
す
原
因

に
も
な
り
ま
す
。
身
を
守
る
た
め

に
家
具
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
防

止
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
地
域
で
は
】

　

放
火
に
よ
る
火
災
は
火
災
原
因

の
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
放
火

を
防
ぐ
た
め
に
は
家
の
周
り
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
、
家

の
周
り
を
明
る
く
す
る
ほ
か
、
地

域
ぐ
る
み
で
の
対
策
が
大
切
で

防
火
安
全
対
策
の
推

防
火
安
全
対
策
の
推
進進

す
。
地
域
の
防
火
安
全
対
策
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

 
【
火
災
予
防
業
務
協
力
者
に
対
す

る
表
彰
式
・
東
京
学
芸
大
学
学

生
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
】

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１１

１２

　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

２０

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
小
ホ
ー
ル

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

【
ぼ
う
さ
い
体
験
パ
ー
ク
】

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１１

１２

　

時
～
午
後
２
時

１１と
こ
ろ　
　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口

ＪＲ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
（
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
コ
ー
ト
）

内　

容　

応
急
救
護
訓
練
、
通
報

訓
練
体
験
、
初
期
消
火
訓
練
、
ミ

ニ
消
防
車
乗
車
体
験
、
東
京
消
防

庁
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
（
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
午
前　

時　

分
～

１１

３０

正
午
）

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

【
防
火
防
災
診
断
】

　

消
防
職
員
が
貫
井
北
町
、
本

町
、
前
原
町
、
梶
野
町
、
緑
町
地

運
動
期
間
中
の
行

運
動
期
間
中
の
行
事事

区
か
ら
任
意
に
抽
出
し
た
お
宅
を

訪
問
し
、
防
火
防
災
の
確
認
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
訪
問
す
る
職
員

は
職
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

 　

消
防
団
お
よ
び
小
金
井
消
防
署

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
長
・
市
議
会
議
長
等
の

参
加
の
も
と
市
内
巡
回
広
報
を
行

い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
職
業
を
持
つ
か

た
わ
ら
、
昼
夜
を
問
わ
ず
に
発
生

す
る
各
種
災
害
に
備
え
、
常
に
訓

練
を
積
み
重
ね
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
ま
た
、

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
の

期
間
中
は
、
夜
間
巡
回
広
報
活
動

を
強
化
し
て
行
い
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１１

１５

　

時
か
ら

１０問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
７
）

０４２

３８７

消
防
団
員
に
よ

消
防
団
員
に
よ
るる

巡
回
広
報
活

巡
回
広
報
活
動動

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%

　こきんちゃんは、市制施行５０周年を記念して
誕生した小金井市のイメージキャラクターで
す。㈱スタジオジブリの宮崎駿さんにデザイン
していただき、「子どもが元気な町が発展する
んです」という思いが込められています。
　現在販売中のこきんちゃんグッズを紹介しま
す。販売店は、市ホームページまたはこきんち
ゃんグッズ紹介リーフレットをご覧ください。

※　リーフレットは、商工会産業振興プラン推
進室「 黄  金  井 の里」、商工会、小金井タウン

こ が ね

ショップ「 黄金 や」（東町４−４２−２１）、経
こがね

済課（市役所第二庁舎４階）ほかで配布して
います。
※　価格はすべて税込みです。
問合先　経済課（☎０４２−３８７−９８３１）、同推進
室「黄金井の里」（☎０４２−３１６−１７６２）

こここここここここここここここここきききききききききききききききききんんんんんんんんんんんんんんんんんちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃこきんちゃんんんんんんんんんんんんんんんんんん
グググググググググググググググググッッッッッッッッッッッッッッッッッズズズズズズズズズズズズズズズズズのののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごご紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹グッズのご紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介

ふわふわとした肌触り
のぬいぐるみです
価　格　２,０３５円

こきんちゃん
ぬいぐるみＳ

がまぐち付きマスコッ
トキーホルダー
価　格　５９６円

こきんちゃん
がまぐち

イラストは野川と都立
小金井公園の２種類
（Ａ４縦型）
価　格　各２５８円

こきんちゃん
クリアホルダー

小金井の栗ペーストが
まぶされています
価　格　３３０円

こきんちゃんの
栗かりんとう

ボタンをはずすとラン
チョンマットにも
価　格　２,１６０円

こきんちゃん
おさんぽランチバッグ

　

月月
９９
日
（
月
）
〜

日
（
日

日
（
月
）
〜　

日
（
日
））

１１１１

１５１５

「「
火
の
始
末

油
断
し
な
い
で

最
後
ま

火
の
始
末　

油
断
し
な
い
で　

最
後
ま
でで
」」

（
平
成

年
度
東
京
消
防
庁
防
火
標
語

（
平
成　

年
度
東
京
消
防
庁
防
火
標
語
））

２７２７

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
のののののののののののののののののののののののののののののののののの
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

秋
の
火
災
予
防
運

秋
の
火
災
予
防
運
動動

ノート・定規・鉛筆・
消しゴムのセット
価　格　８６４円

こきんちゃん
文具セット

さくら・チョコ・プレ
ーンの３つの味
価　格　６９８円

こきんちゃん
クッキー

子ども用は「壁掛けタ
ペストリー」にも
価　格　子ども用＝
３,７８０円、おとな用＝
４,１０４円

こきんちゃん
前掛け

絵本など大きいものも
入ります
価　格　３,０８５円

こきんちゃん
リュックサック

襟元やバッグなどに付
けてお楽しみください
価　格　各５４０円

こきんちゃん
ピンバッジ・チャーム

つぶあんのほか、季節
限定のあんもあります
価　格
つぶあん＝１６０円、
季節限定あん＝１７０円

こきんちゃん
あんぱん
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市
で
は
、
視
覚
に
障
が
い
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
デ
イ
ジ
ー

Ｃ
Ｄ
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
市

報
こ
が
ね
い
の
内
容
を
収
録
し

た
「
声
の
広
報
」
と
市
議
会
だ

よ
り
の
内
容
を
収
録
し
た
「
声

の
議
会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
に
視

覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
い
ま

し
た
ら
、
ご
利
用
を
お
勧
め
く

だ
さ
い
。
ご
希
望
の
方
は
、
電

話
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

対　

象　

原
則
と
し
て
身
体
障

害
者
手
帳
１
～
６
級
の
視
覚
障

が
い
の
あ
る
方

【
デ
イ
ジ
ー
Ｃ
Ｄ
と
は
】

　

専
用
の
再
生
機
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
聞
き
た
い
箇
所
を
す

ば
や
く
探
す
こ
と
が
で
き
る
な

ど
非
常
に
便
利
で
す
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
で
再
生
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

【
デ
イ
ジ
ー
Ｃ
Ｄ
専
用
再
生
機

　

の
貸
出
・
購
入
費
助
成
】

　

２
か
月
間
貸
し
出
し
、
期
間

延
長
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は

図
書
館
本
館
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３８３

１
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
重
度
視
覚
障
が
い
の

あ
る
方
が
購
入
を
希
望
す
る
場

合
は
、
日
常
生
活
用
具
費
助
成

制
度
を
利
用
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
購
入
前
に
自
立

生
活
支
援
課
（
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
４
１
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
高
齢
者
等
の
方
へ
】

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
以

外
の
方
で
デ
イ
ジ
ー
Ｃ
Ｄ
・
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
利
用
し
た
い

方
は
、
図
書
館
本
館
（
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
の
み
）
、
広
報
秘
書

課
広
報
係
、
議
会
事
務
局
で
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
面
朗
読
の
会
】

　

声
の
広
報
・
声
の
議
会
だ
よ

り
の
収
録
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
対
面
朗
読
の
会
」

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
同
会
で
は
随
時
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
同
会
会
長
・
明
石
（
☎

　

儿　

儿
９
８
８
７
）
へ
お
問

０４２

３０１

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申　

込　

声
の
広
報
＝
広
報
秘

書
課
広
報
係
（
市
役
所
本
庁
舎

２
階
☎　

儿　

儿
９
８
０

０４２

３８７

３
）
、
声
の
議
会
だ
よ
り
＝
議

会
事
務
局
（
同
４
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
９
４
７
）
へ
。

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
デ
イ
ジ
ー
Ｃ
Ｄ

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
デ
イ
ジ
ー
Ｃ
Ｄ
とと

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
て
い
ま

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
て
い
ま
すす

声
の
広
報

声
の
議
会
だ
よ
り

「対面朗読の会」の皆さ「対面朗読の会」の皆さんん

【
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
】

　
「
ち
ょ
っ
と
手
助
け
が
必
要

な
方
」
と
「
ち
ょ
っ
と
手
助
け

し
た
い
方
」
を
結
ぶ
き
っ
か
け

を
つ
く
る
カ
ー
ド
で
、
市
内
在

住
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
、
難
病
者
福
祉
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
に
配
付
し
て
い
ま

す
。
同
カ
ー
ド
に
は
、
適
切
な

支
援
方
法
や
、
必
要
な
配
慮
な

ど
の
情
報
を
記
載
で
き
ま
す
。

　

携
帯
に
便
利
な
カ
ー
ド
ホ
ル

ダ
ー
も
合
わ
せ
て
配
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
対
象
の
方
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所　

障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎

１
階
）
、
自
立
生
活
支
援
課

（
同
２
階
）
、
公
民
館
各
館
、

図
書
館
本
館
・
各
分
室
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
通
所
施
設
・
関

係
機
関

【
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
協
力
店
】

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
幅
広
く
周

知
す
る
目
的
で
、
各
商
店
街
の

ご
協
力
の
も
と
商
店
の
店
頭
等

に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い

ま
す
。

　

専
門
的
な
支
援
は
お
店
で
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
ス
テ
ッ
カ
ー

掲
示
の
あ
る
お
店
は
「
障
が

い
・
難
病
に
理
解
の
あ
る
お

店
」
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
知
っ

て
い
る
お
店
」
で
す
。

【
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
店
募
集
】

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
周
知
す
る

た
め
、
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
店
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
幅
広
く
知

れ
渡
る
こ
と
で
初
め
て
機
能
す

る
カ
ー
ド
で
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
込
方
法
等
詳
し
く
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
り
ん
く
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

!
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&
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問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り
ん

く
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
事
業
担
当

（
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
・
こ

こ
ろ
内
☎　

儿　

儿
９
８
６

０４２

３８７

６
死h

elp
card

 
   
    

.  rin
k@
gm

   
  
  

ail.co

      m  

）
、
自
立
生
活
支
援

課
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

８
）

ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
ルルルルルルルルルルルルルルルルル
プププププププププププププププププ
カカカカカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

ヘ
ル
プ
カ
ー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドド

ご
紹
介
し
ま
す

 　
「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
」「
介
護
保
険
っ
て
何
？
」「
介

護
方
法
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、

高
齢
者
の
福
祉
や
介
護
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま

す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月
９
日
（
月
）
午
前

１１

　

時
～
午
後
３
時

１０と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
ス
ペ
ー
ス

問
合
先　

介
護
福
祉
課
包
括
支
援

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
５
）

０４２

３８７

 　
　

歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護

６５
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
に
、
健

康
づ
く
り
や
も
の
忘
れ
予
防
に
役

立
つ
情
報
の
ご
案
内
や
相
談
を
行

い
ま
す
。
（
１
人　

分
程
度
）

３０

と
き
・
と
こ
ろ
等　

左
表
の
と
お

り
 

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
電
話

１１

で
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
。

「
介
護
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

み
ん
な
で
介
護
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

介
護
予
防
相
談
会

ところ・申込先と　き対象地域

小金井みなみ地域包
括支援センター
（☎０４２－３８８－８４００）

１１／１６（月）
１０：００～１２：００

本町６丁目、
前原町、貫井
南町

小金井ひがし地域包
括支援センター
（☎０４２－３８６－６５１４）

　／１９（木）
１３：３０～１５：００

東町、中町、
本町１丁目

 
と
き
・
と
こ
ろ
等　

左
表
の
と
お

り
 

対　

象　

本
講
座
を
受
講
し
た
こ

と
が
な
い
方

そ
の
他　

参
加
者
に
は
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
差
し
上
げ
ま

す
。

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
各
地

１１

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

 　

家
族
介
護
者
の
た
め
の
お
い
し

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

問合・申込先定　員ところと　き

小金井きた地域包括支援センター
（☎０４２－３８８－２４４０）

１０人程度
（申込順）

桜町高齢者在宅サービスセンタ
ー（桜町１－９－５）１１／１３（金）

小金井ひがし地域包括支援センター
（☎０４２－３８６－６５１４）

１５人程度
（申込順）

特別養護老人ホーム　つきみの
園（中町２－１５－２５）　／２０（金）

小金井にし地域包括支援センター
（☎０４２－３８６－７３７３）

１５人程度
（申込順）公民館貫井北分館学習室Ｃ・Ｄ　／２６（木）

※　時間はいずれも午後２時～３時３０分

家
族
介
護
教
室

低
栄
養
を
防
ぐ
た
め
の

食
事
に
つ
い
て

す
。

 　

絵
画
、
写
真
、
書
、
工
芸
品
な

ど
、
会
員
の
力
作
を
展
示
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
～　

１１

２０

２３

日
（
祝
）

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
ス
ペ
ー
ス

問
合
先　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
☎　

儿　

儿
６
１
４
１
）

０４２

３８３

 　

市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、

成
年
後
見
制
度
の
担
い
手
作
り
の

た
め
、
市
民
後
見
人
養
成
講
習
を

７
市
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
作
品
展

市
民
後
見
人
養
成
講
習

と　

き　

平
成　

年
１
月　

日

２８

１９

（
火
）
、　

日
（
木
）
、
２
月
５

２８

日
（
金
）
、　

日
（
金
）
、　

日

１２

１６

（
火
）
、　

日
（
水
）
（
全
６
回
）

２４

と
こ
ろ　

小
平
市
中
央
公
民
館

（
小
平
市
小
川
町
２
儿
１
３
２

５
）
ほ
か

申
込
書
配
布
・
申
込　
　

月　

日

１１

２０

ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
申

込
書
を
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

（
〒　

儿
０
０
１
２
中
町
４
儿　

１８４

１５

儿　

福
祉
会
館
４
階
☎　

儿　

儿

１４

０４２

３８６

０
１
２
１
）
へ
。

 　

平
成　

年　

月
１
日
現
在
、
在

２７

１１

宅
で
要
介
護
４
ま
た
は
５
に
認
定

さ
れ
た
方
を
同
居
し
て
介
護
し
て

い
る
方
に
、
見
舞
品
（
商
品
券
１

在
宅
介
護
者
見
舞
品
を

差
し
上
げ
ま
す

万
円
分
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
に
申
請
し
た
方

に
は
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
、
介

１１

２０

護
保
険
証
等
の
要
介
護
度
が
分
か

る
書
類
と
申
請
者
の
現
住
所
を
確

認
で
き
る
書
類
を
持
参
し
、
直

接
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
（
福
祉

会
館
４
階
☎　

儿　

儿
０
１
２

０４２

３８６

１
）
へ
。

 
と　

き　
　

月
３
日
（
祝
）
～　

１１

２８

日
（
土
）
午
前　

時
～
午
後
４
時

１０

※　

月
曜
・
金
曜
・
日
曜
日
を
除

く
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６
桜
町
市
民
い
こ
い
の
家

「
菊
花
展
」

い
お
手
軽
ク
ッ
キ
ン
グ
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１１

１４

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

そ
の
他　

開
催
時
間
中
、
家
族
の

介
護
が
必
要
な
方
は
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
電
話

１１

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
８

０４２

３８８

０
１
１
）
へ
。

 　

介
護
予
防
を
目
的
に
、
マ
シ
ン

を
使
用
し
た
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
体
操
指
導
を
行
い
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
～
平
成　

年

１２

１５

２８

３
月　

日
の
火
曜
・
木
曜
日
午
前

２４

　

時
～
正
午
（
全　

回
）

１０

２６

と
こ
ろ　

栗
山
公
園
健
康
運
動
セ

シ
ニ
ア
向
け
マ
シ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ン
タ
ー

講　

師　

渡
部
睦
人
さ
ん
（
理
学

療
法
士
）

対　

象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上

６５

の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
（
過
去
に
参
加
し
た

経
験
の
あ
る
方
を
除
く
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１０

参
加
費　

千
円
（
保
険
代
）

申　

込　
　

月
７
日
（
必
着
）
ま

１１

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
サ
ン
メ
ー
ル
尚

和
「
マ
シ
ン
教
室
係
」
（
〒　

儿
２０２

０
０
２
３
西
東
京
市
新
町
１
儿　
１１

儿　

☎　

儿　

儿
８
６
８
６
）へ
。

２５

０４２

４６７

 
と
き
・
と
こ
ろ

▽　
　

月　

日（
金
）＝
福
祉
会
館

１１

２７

▽　
　

日
（
月
）
＝
婦
人
会
館

３０

▽　
　

月
２
日
（
水
）
＝
公
民
館

１２
東
分
館

第　

回
ひ
と
り
ぐ
ら
し

１５
高
齢
者
会
食
会

▽　

３
日
（
木
）
＝
公
民
館
貫
井

南
分
館

▽　

４
日
（
金
）
＝
公
民
館
緑
分

館
▽　

５
日
（
土
）
＝
上
之
原
会
館

※　

い
ず
れ
も
時
間
は
午
前　

時
１１

　

分
～
午
後
２
時

３０
対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

で
近
隣
に
親
族
の
い
な
い
ひ
と
り

ぐ
ら
し
の
方
（
参
加
は
１
回
の

み
。
応
募
多
数
の
場
合
は
高
齢
の

方
を
優
先
）

申　

込　
　

月　

日
（
必
着
）
ま

１１

１３

で
に
、
直
接
、
は
が
き
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
に
参
加
希
望
日
・
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

足
が
不
自
由
な
方
は
送
迎
希
望
の

有
無
を
明
記
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
「
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
会
食

会
係
」
（
〒　

儿
０
０
１
２
中
町

１８４

４
儿　

儿　

☎　

儿　

儿
０
２
９

１５

１４

０４２

３８６

４ 
　

儿　

儿
１
２
９
４
）
へ
。

０４２

３８６

※　

送
迎
希
望
多
数
の
場
合
、
人

数
調
整
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

FAX
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健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

歯
医
者
と
麻
酔
の
始
ま
り

　

歯
の
治
療
と
い
う
と
痛
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

痛
い
治
療
に
対
し
何
を
す
る

か
と
い
え
ば
麻
酔
で
あ
る
。
実

は
麻
酔
の
始
ま
り
に
は
歯
医
者

が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

麻
酔
の
起
源
を
た
ど
る
と
紀

元
前
ま
で 
遡 
る
こ
と
に
な
り
、

さ
か
の
ぼ

大
麻
や
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
（
朝
鮮
ア

サ
ガ
オ
）
な
ど
を
用
い
て
い
た

よ
う
だ
。
し
か
し
そ
の
効
果
は

不
十
分
で
、
手
術
は
拷
問
に
も

等
し
か
っ
た
。

　

近
代
的
な
麻
酔
と
な
る
と
、

１
８
４
４
年
に
ア
メ
リ
カ
の

W
e
ll

 
 
  s  

と
い
う
歯
医
者
に
よ
る

も
の
が
世
界
初
の
症
例
と
言
わ

れ
て
い
る
。
笑
気
ガ
ス
と
い
う

麻
酔
薬
を
使
う
全
身
麻
酔
に
よ

る
歯
を
抜
く
手
術
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
エ
ー
テ
ル
に
よ
る
全

身
麻
酔
で
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ

の
歯
医
者
で
あ
るM

o
rto
n

は

歯
を
抜
く
手
術
を
行
い
評
判
に

な
っ
て
い
た
。
１
８
４
６
年
に

は
下
顎
の 
腫  
瘍 
を
取
る
公
開
手

し
ゅ 
よ
う

術
を
行
い
大
成
功
と
な
っ
た
。

こ
の
成
功
に
よ
り
麻
酔
は 
様  
 々

さ
ま 
ざ
ま

な
医
学
的
な
手
術
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
よ
う

な
麻
酔
法
が
確
立
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
。
ち
な
み
に
エ
ー
テ

ル
は
そ
の
引
火
性
に
よ
り
現
在

で
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
現
在
、
歯
医
者
で

よ
く
行
わ
れ
る
注
射
の
麻
酔

（
局
所
麻
酔
）
はW

ells

やM
o

rto
n

の
全
身
麻
酔
に
遅
れ
る

こ
と
約　

年
、
１
８
８
５
年
に

４０

外
科
医
のH

a
lsted

に
よ
り
初

め
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
対
象

は
こ
の
時
も
歯
の
治
療
で
あ
っ

た
。
当
時
の
局
所
麻
酔
薬
は
コ

カ
イ
ン
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で

は
そ
の
中
毒
性
か
ら
他
の
安
全

な
も
の
に
置
き
換
わ
っ
て
い

る
。

　

医
学
の
中
で
麻
酔
の
歴
史
は

非
常
に
浅
い
が
、
そ
の
お
か
げ

で
医
学
は
急
速
に
発
展
し
た
。

と
り
わ
け
歯
の
治
療
な
ど
は
、

痛
く
な
く
快
適
に
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
金
井
歯
科
医
師
会鹿

島
雅
彦

東
京
都
・
母
と
子
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
５
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１０日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

①流水でよく
ぬらした後、
石けんをつ
け、手のひ
らをよくこ
すります。

③指先・爪の間
を念入りにこ
すります。

②手の甲をの
ばすように
こすります。

④指の間を洗
います。

⑥手首も忘れず
に洗います。
十分に水で流
し、清潔なタ
オル等でよく
ふき取って乾
かします。

⑤親指と手の
ひらをねじ
り洗います。

インフルエンザ予防に
正しい手洗いを
身につけましょう

写真提供：東京都健康安全研究センター

帰宅時の手洗いは
インフルエンザ予防に効果的です。
○手洗い前のチェックポイント

○正しい手洗いの方法

□爪は短く切っていますか？
□時計や指輪をはずしていますか？

つめ

と　

き　
　

月
６
日
（
金
）
午
前

１１

９
時　

分
～　

時

３０

１１

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
８
階

　

会
議
室

８０１内　

容　

計
画
相
談
支
援
事
業
の

説
明
、
個
別
相
談
会
等

定　

員　
　

人
２０

申　

込　

電
話
で
、
障
害
者
地
域

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０４２

儿　

儿
８
８
１
１
）
へ
。

３８１

 　

月
期
分
＝
８
～　

月
分

１１

１０

振
込
日　
　

月　

日
（
火
）

１１

１０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

▽
振
込
日
以
降
、
７
日
を
過
ぎ

て
も
振
り
込
ま
れ
な
い
場
合　

▽

口
座
や
住
所
ま
た
は
氏
名
を
変
更

し
た
場
合　

▽
施
設
に
入
所
し
た

場
合　

▽
病
院
等
に
３
か
月
以
上

入
院
し
た
場
合

問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
障
害

福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

２
）

 　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
の
体

験
会
や
、
杖
に
つ
い
て
の
講
演
を

行
い
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
、　

１１

１９

２０

日
（
金
）
午
前　

時
～
午
後
４
時

１０

（　

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

２０
と
こ
ろ　

ふ
れ
愛
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
福
祉
会
館
１
階
）

問
合
先　

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
（
☎

　

儿　

儿
１
２
３
４
）

０４２

３８７
特
別
障
害
者
手
当
等
の

支
給

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

第　

回
福
祉
用
具
展
示
会

２４
―
来
て
・
見
て
・
試
し
て

　

調
味
料
の
使
い
す
ぎ
や
塩
分
の

取
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧
や
心
臓

病
、
糖
尿
病
な
ど
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に
減
塩
の
コ
ツ

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月
２
日
（
水
）
午
前

１２

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
電
話

１１

で
健
康
課
へ
。

 　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視

診
・
触
診
の
併
用
検
査
で
す
。

と　

き　

平
成　

年
１
月
６
日
～

２８

３
月　

日
の
火
曜
・
水
曜
・
金
曜

３０

日
の
午
後

※　

申
し
込
み
後
、
市
が
送
付
す

る
案
内
を
ご
覧
の
う
え
、
病
院

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

桜
町
病
院

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１００

対　

象　

平
成　

年
３
月　

日
現

２８

３１

在　

歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成　

４０

２６

年
４
月
以
降
に
受
診
し
て
い
な
い

方
　

な
お
、
次
の
方
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

　

▽
現
在
授
乳
中
、
妊
娠
中
、
断

乳
後
６
か
月
以
内
の
方　

▽
乳
房

疾
患
で
治
療
中
、
経
過
観
察
中
ま

た
は
手
術
後
の
方　

▽
ま
っ
す
ぐ

立
つ
こ
と
が
難
し
い
方　

▽
心
臓

に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て

い
る
方　

▽
豊
胸
手
術
を
し
た
方

費　

用　

２
千
円
（
受
診
時
に
納

入
） 乳

が
ん
検
診

※　

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生

活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

受
診
時
に
健
康
保
険
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申　

込　
　

月　

日
（
必
着
）
ま

１１

１３

で
に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で

「
桜
町
病
院
乳
が
ん
検
診
希

望
」・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
健
康
課
（
〒　

儿
０
０

１８４

１
５
貫
井
北
町
５
儿　

儿　

）へ
。

１８

１８

 
と　

き　
　

月
４
日
（
金
）
、
５

１２

日
（
土
）
、
７
日
（
月
）
、
８
日

（
火
）
▽
男
性
＝
午
前　

時　

分

１０

４５

～　

時　

分
、
午
後
２
時　

分
～

１１

１５

４５

３
時　

分　

▽
女
性
＝
午
前　

時

１５

１１

　

分
～　

時　

分
、
午
後
３
時　

１５

１１

４５

１５

分
～
３
時　

分
（
男
女
と
も
７
日

４５

は
午
後
の
み
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
直
接

撮
影

対　

象　

平
成　

年
３
月　

日
現

２８

３１

在　

歳
以
上
の
方

１５
費　

用　

無
料

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

健
康
課

 　

子
宮 
頸 
が
ん
は
、
検
診
が
と
て

け
い

も
有
効
な
が
ん
で
す
。　

歳
を
過

２０

ぎ
た
ら
、
２
年
に
一
度
は
定
期
的

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

平
成　

年
１
月
４
日

２８

（
月
）
～
３
月　

日
（
土
）

１９

と
こ
ろ　

市
内
契
約
７
医
療
機

関
、
国
分
寺
市
契
約
５
医
療
機
関

対　

象　

平
成　

年
３
月　

日
現

２８

３１

在　

歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成　

２０

２６

年
４
月
以
降
、
市
の
子
宮
が
ん
検

結
核
検
診

子
宮
が
ん
検
診

診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２００

費　

用　

無
料

申　

込　
　

月　

日
（
必
着
）
ま

１１

１３

で
に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で

「
子
宮
が
ん
検
診
希
望
」・
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
健
康
課
（
〒　

儿
１８４

０
０
１
５
貫
井
北
町
５
儿　

儿
１８

　

）
へ
。

１８
 

と　

き　
　

月
７
日
（
月
）
午
後

１２

１
時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１

１５

時　

分
か
ら（
終
了
は
３
時
ご
ろ
）

３０
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
電
話

１１

で
健
康
課
へ
。

 　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
閉
経
後
の

女
性
に
多
い
病
気
で
す
が
、
若
い

と
き
か
ら
の
生
活
習
慣
が
影
響
し

妊
婦
歯
科
健
診

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
栄
養
や

運
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
骨
美

人
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　
　

月
４
日
（
金
）
、　

１２

１１

日
（
金
）
午
後
１
時　

分
～
４
時

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

そ
の
他　

▽
骨
粗
し
ょ
う
症
の
検

診
は
あ
り
ま
せ
ん
。
▽
保
育
あ
り

（
要
事
前
申
込
）

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
電
話

１１

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　
　

月
３
日
～　

日
の
毎

１２

１７

週
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け

付
け
は
９
時　

分
ま
で
）

１５

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講

話
な
ど

※　

む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
終
了
は　

時　

分
ご
ろ
）

１１

３０

対　

象　

平
成　

年
５
月
生
ま
れ

２５

（
２
歳
６
か
月
）
～　

年　

月
生

２６

１１

む
し
歯
予
防
教
室

ま
れ
（
１
歳
）
の
幼
児

※　

転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ

て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

定　

員　

各
日　

人
（
申
込
順
）

１２

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
電
話

１１

で
健
康
課
へ
。

  　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し

て
妊
娠
、
出
産
、
育
児
の
話
、
沐

浴
実
習
等
を
学
び
ま
す
。
友
達
作

り
の
場
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月
７
日
（
月
）
、　

１２

１４

日
（
月
）
、　

日
（
金
）
午
前　

１８

１０

時
～
午
後
０
時　

分
３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

両
親
学
級
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ス

（
平
日
３
日
間
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掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

 

■「女性の人権ホットライン」強化週間
１１月１６日（月）～２２日（日）午前８時３０
分～午後７時（２１日、２２日は午前１０時～
午後５時）／夫・パートナーからの暴力
やストーカーなど女性をめぐる人権問題
の解決を図るための専用相談電話「女性
の人権ホットライン」（☎０５７０－０７０－
８１０）を設置します。／東京法務局人権擁

護部（☎０３－５２１３－１２３４内線２５１２）
■江戸東京たてもの園－夜間特別開園・
紅葉とたてもののライトアップ　１１月２１
日（土）～２３日（祝）午後４時３０分～８
時／同園（都立小金井公園内）／建物や
木々を優しい光で照らします。あかりの
歴史体験（２１日、２２日）、トークイベン
ト（２３日）ほか／入場料等詳細はホーム
ページ（http://tatemonoen.jp/index. 
html）で。／同園（☎０４２－３８８－３３００）

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●東京学芸大学第２０回男女共同参画フ
ォーラム　１１月１日（日）午後１時～４時
３０分／同大学講義棟４階Ｓ４１０教室／ダ
イバーシティ（多様性）の観点から、若者
の貧困問題とジェンダーを考える。講演
者は山口恵子さん（同大学准教授）、高
橋亜美さん（アフターケア相談所「ゆず
りは」所長）／コメントと学生座談会あ
り／無料／当日直接会場へ。／同大学男
女共同参画支援室（☎０４２－３２９－７８９４）
●小金井雑学大学　①ウィーン体制の崩
壊と自由主義の発展＝１１月１日（日）。
兵頭信彦さん（元・都立西高等学校校
長）②変化の激しい時代にどう生きる？
＝１１月１５日（日）。小泉直さん（社日本
ゴルフツアー機構名誉会長）／いずれも
午後２時～４時／市民会館・萌え木ホー
ルＡ会議室／１００円（資料代）／当日直接
会場へ。／田中（☎０８０－５６４５－１４７７）
●大鳥龍男とそのグループの野草画展　
１１月２日（月）～４日（水）午前１０時～
午後８時（２日は午前１１時から、４日は
午後７時まで）／小金井　宮地楽器ホー
ルスペースＤ／市内に芽吹く野草の絵に
説明文を添えて、４０～５０点を展示／無料
／野草画を描く会・大鳥（☎０９０－１５４７
－７３９５）
●小金井コミュニティ講座「初心者のた
めのデッサン教室」　１１月３日（祝）、
１７日（火）午前９時４０分～１１時４０分／市
民会館・萌え木ホールＢ会議室／このほ
か、スクラップブッキング、水彩画教室、
ヴォイストレーニング、未病のススメ、
南の音楽教室など。詳細はブログ（http 
://ameblo.jp/k-kouza/）で。受講希望日
の前日までに、同講座事務局・佐藤（☎
０９０－６０１４－３５６６）へ。
●第４回ＴＯＫＹＯ三ツ星バザール　１１
月４日（水）午前１０時３０分～午後８時、
５日（木）午前１０時～午後５時３０分／新
宿駅西口広場イベントコーナー／東京都
内および東北の食品小売店が多数集結。
魅力あふれる商品を、ぜひ、ご覧くださ
い。／入場無料／当日直接会場へ。／昭
和信用金庫事業支援課（☎０３－３４２２－
６６６７、http://www.shinkin.co.jp/showa/）
●お墓と相続のはなし－葬儀と納骨から
相続まで　１１月７日（土）。講演会＝午
前９時３０分（９時１５分受付開始）、個別
相談＝午前１１時３０分／市民会館・萌え木
ホールＡ会議室／加藤史郎さん、藤井隆
之さん（いずれも行政書士）／いつかは
必要な葬儀と納骨、相続を中心にお話し
ます。／４０人（当日先着順。個別相談は
４人）／終活を考える会小金井・藤井
（☎０４２－３１６－６８２６）
●裁判所の調停委員による無料調停相談
会　１１月７日（土）午前１０時～午後３時
３０分／武蔵野公会堂２階（武蔵野市吉祥
寺南町１－６－２２）／土地建物、金銭債
務、近隣問題、交通事故、家庭内や親族
間のもめごとについて、裁判所の調停委

員が、調停手続きの相談に応じます。弁
護士の委員も参加。／無料／当日直接会
場へ。／東京簡易裁判所訴廷管理係（☎
０３－５８１９－０２６７）
●はじめてのノルディックウォーキング
教室　１１月８日（日）午前１０時３０分～１１
時３０分（雨天中止）／都立武蔵野公園／
専用のポールを使って行うウォーキング
／高校生世代以上／１５人（申込順）／３００
円（保険料）／１１月１日から、電話また
は直接、同公園サービスセンター（☎０４２
－３６１－６８６１）へ。
●第６６回小金井民謡連盟発表大会　１１
月８日（日）午前１０時３０分～午後５時／
東京工学院専門学校（前原町５－１－
２９）／会員１００人が出演／無料／終演時福
引抽選会あり／当日直接会場へ。／同連
盟・村田（☎０４２－３８７－７６１１）
●第１１回小金井市商工会青年部チビッ
コフェスタ　１１月８日（日）午前１１時～
午後３時３０分（荒天中止）／ＪＲ武蔵小金
井駅南口コミュニティ広場（フェスティ
バルコート）／ミニゲーム、親子工作コ
ーナー等／無料／小学校低学年、幼児を
対象としたイベント。ちらしのぬり絵を
完成させて会場へ持参したお子さんには
プレゼントがあります。／商工会青年部
（☎０４２－３８１－８７６５）
●大切な人とのお別れ「グリーフサポー
ト」とは　１１月８日（日）午後２時～４
時（１時３０分開場）／前原暫定集会施設
Ａ会議室／大切な人との別れを考える講
演会です。／講師は是枝嗣人さん（ＮＰ
Ｏ法人トータルライフサポート相談員）
／無料／要約筆記、手話通訳あり／当日
直接会場へ。／小金井市登録手話通訳者
連絡会・奥山（☎ ＝０４２－３８８－１７６１）
●「介護の日」地域で安心して暮らし続
けるために　１１月９日（月）午前１０時～
午後４時／小金井　宮地楽器ホール小ホ
ール／実演＝小金井さくら体操、座談会
＝認知症について、体験・展示＝福祉用
具の使い方ほか、シンポジウム＝これか
らの小金井市の地域医療について／無料
／主催＝小金井市介護事業者連絡会／共
催＝小金井市医師会／当日直接会場へ。
／あんず苑・武市（☎０４２－３８８－７５１１）
●秋の作品展　１１月１３日（金）～１５日（日）
午前１０時～午後５時（１３日は午後１時か
ら。１５日は午後４時まで）／東小金井駅
開設記念会館・マロンホール／油絵、水
彩、写真、絵手紙、はり絵、墨絵、工芸、
陶芸、手芸等の作品展示。体験絵手紙
（１４日午前１０時３０分～正午）。オカリナ
演奏（１５日午前１０時３０分～正午）／無料
／年金者組合小金井支部・上原（☎０４２
－３８２－６４２０）
●第１８回ふれあい手作りウドン会　１１
月１５日（日）午前１１時３０分～午後２時／
公民館緑分館／武蔵野うどん１２０食。な
くなり次第終了／一杯１００円／１１月１４日
（土）午後５時３０分からうどん玉作りの
見学会もやっています。／当日直接会場
へ。／緑町第四町会・八木（☎０４２－３８１
－１３１８）

FAX

●わき水まつり「土の中の小さな生きも
の」　１１月１５日（日）午後１時３０分～３
時３０分／第二中学校／国際土壌年にちな
む「土の中の小さな生きもの」の観察と
お話し／高木嘉雄さん（環境カウンセラ
ー）／無料／上履き持参／当日直接会場
へ。／野川ほたる村事務局（☎０９０－
５４４６－２９９７）
●ボヌールな演奏会　１１月１６日（月）午後
２時開演（１時３０分開場）／小金井　宮地
楽器ホール小ホール／１５０人／清水智子
と鈴木さおりの歌と演奏とおしゃべり。
宵待草、枯葉、からたちの花、オペラ白
銀の月よ、モーツァルトきらきら星によ
る変奏曲、ヘンデル愉快な鍛冶屋による
変奏曲ほか／前売２,０００円、当日２,５００円。
チケット販売は同ホールチケットデスク
で。／杉本（☎０８０－１３２３－９９４０）
●てぶくろ人形講習会－ミトンくまさん
１１月１８日（水）午前１０時～午後０時３０分
／図書館本館地階集会室／２０人（申込
順）／１,０００円／裁縫用具持参／１１月１日
から、電話またはファクスで子ども文庫
サークル連絡会・今井（☎ ＝０４２２－３２
－１４１７）へ。
●家事家計講習会　１１月２０日（金）午前
１０時～１１時４５分／前原暫定集会施設／予
算のある家計簿（安心して生活するため
に）、幼児の食事（おいしく、手早く、
かんたんに）／４０人（申込順）／４５０円
（資料代）／保育あり（軽食代２００円。要
事前申込）／１１月４日から、電話または
ファクスで多摩友の会小金井・府中方
面・勝又（☎０４２－３８４－６４７１ ０４２－３８４
－６４９３）へ。
●税理士による「税の無料相談」　１１月
２０日（金）午前１０時～午後４時／イトー
ヨーカドー武蔵小金井店２階エスカレー
ター横（本町６－１４－９）／相続税や贈
与税など、税金に関する一般的な相談に
応じます。／無料／当日直接会場へ。／
東京税理士会武蔵野支部（☎０４２２－５５－
２３１３）
●合唱団「混声こがねい第２回演奏会」
１１月２０日（金）午後２時開演（１時３０分
開場）／小金井　宮地楽器ホール大ホー
ル／ヴィヴァルディ「四季」、高田三郎
「心の四季」、オペラ「椿姫」より「乾
杯の歌」、日本の唱歌、叙情歌、外国の
名歌などを歌います。／無料／当日直接
会場へ。／混声こがねい・高橋（☎０４２
－３８４－５３９０）
●不動産・相続無料相談会　１１月２６日
（木）午前１０時～午後５時／市民会館・
萌え木ホール／相続・不動産のトラブル
などについて、税理士、司法書士、不動
産鑑定士等が同席して相談を受けます。
／２０人（申込順）／無料／１１月１日～２５
日に、ＮＰＯ法人日本地主家主協会事務
局（☎０３－３３２０－６２８１）へ。
●年賀状作成講座　１１月２８日（土）午前
１０時～午後４時／法政大学小金井校舎／
中学生以上でＷｉｎｄｏｗｓの簡単な操作
ができる方／３０人（多数抽選。未受講者
優先）／１,０００円／１１月６日（消印有効）

FAX

FAX

までに、はがきに住所・氏名（ふりが
な）・電話番号を明記し、法政大学小金井
情報センター「講習会係」（〒１８４－８５８４
住所不要☎０４２－３８７－６０８９）へ。
●講演会「死から学ぶ１」　１１月２９日
（日）午後２時～４時／武蔵野市スイン
グホールレインボーサロン（武蔵野市境
２－１４－１）／講演とパネルディスカッ
ション／１６０人（申込順）／１,０００円／１１
月１日から、ファクスまたはＥメールで
（一社）エッグツリーハウス（☎０３－
３８６７－６７９１ ０４２－３６６－８６４２死tethlect 
ure2015@gmail.com）へ。
●みんなで歌おう青春歌の広場　１１月３０
日（月）午後２時開演（１時３０分開場）
／小金井　宮地楽器ホール大ホール／日
本の抒情歌や世界の愛唱歌を歌います。
／ピアノ伴奏と指導＝清水智子／７００円。
チケット販売は同ホールチケットデスク
で。／杉本（☎０８０－１３２３－９９４０）
 

●中学生サッカー体験練習会　１１月６日
（金）午後７時～９時（雨天中止）／国分
寺市立第二中学校（国分寺市戸倉１－６
－１）／講師はＦＣアンビシオン専属コ
ーチ／小学校６年生、中学校１年生／１５
人／申し込みは、電話またはＥメールで
ＮＰＯ法人ＦＣアンビシオン（☎０４２－３８８
－９２５４死fc.ambicion@gmail.com）へ。
●歩きませんか出山横穴墓群８号墓を通
って国立天文台まで　１１月１５日（日）雨
天実施／①貫井大橋午前８時②市役所本
庁舎８時１０分③ＪＲ東小金井駅南口８時
２０分④野川公園北門８時５０分集合～１０時
３０分ごろ国立天文台（三鷹市）解散（距
離約５.９㎞）／２００円／水筒持参／当日直
接集合場所へ。／市ウォーキング協会・
浜薗（☎０４２－３８１－２２００）
●母と子のソフトボール大会　１１月１５日
（日）午後０時３０分受付開始／上水公園
運動施設グラウンド／市内在住の４歳～
小学校３年生の子どもと母親／１１月１日
～１４日に、電話で市ソフトボール連盟・
渡辺（☎０４２－３１５－０２２１）へ。
●第３４回小金井市民社交ダンスのつど
い　１１月２３日（祝）午後１時～４時／総
合体育館小体育室／ミキシング、トライ
アル、アマデモあり。飲み物付き／１２０
人（申込順）／予約１,０００円、当日１,２００円
／ダンスシューズ持参（ヒールチェック
あり）／１１月１日～２２日に、電話で市ダ
ンススポーツ連盟・小松（☎０４２－３８４－
１９１１）へ。
●第９８回市バドミントン選手権大会　
１２月６日（日）午前９時３０分から／総合体
育館／市内在住・在勤・在学の方／男・
女ダブルス、ミックス、シングルス（１人
１種目）／１,５００円／１１月１８日までに、所
定の用紙（総合体育館で配布）に必要事項
を明記し、ファクスで体育協会「バド
係」（ ０４２－３８４－４００３）へ。／市バドミ
ントン連盟・佐々木（☎０９０－４０２４－１７５９）

FAX

FAX

%
%

%
%
%
%

　友好都市三宅村で行われる、農林水
産業について広く紹介する催しです。
　農産物の展示・品評会、島おやつ料
理コンテストのメニュー展示、郷土料
理や野菜などの販売のほか、小金井市

や友好町村の長野県伊那市の物産販売
を行います。
と　き　１１月２１日（土）
問合先　三宅島産業祭実行委員会事務
局（☎０４９９４－５－０９９２）

第16回三宅島産業第16回三宅島産業祭祭
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　とある地方都市の文化会館を舞台に、中年公
務員が大みそかのコンサートホールの予約をダ
ブルブッキングしてしまったことから巻き起こ
る騒動をユーモラスに描く。立川志の輔の同名
落語を映画化。
と　き　１１月２１日（土）午前１０時３０分から、午
後３時３０分から（いずれも３０分前開場）
ところ　公民館本館視聴覚室
定　員　各回７０人（当日先着順）
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

「歓喜の歌」
第507回市民映画会

（ ）2007年
松岡錠司監督
112分

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

「「
放
課
後
子
ど
も
教
室

放
課
後
子
ど
も
教
室
」」推
進
事
業

推
進
事
業

　

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
な
居
場
所
作
り
を
目
的

に
市
立
小
学
校
の
校
庭
・
教
室
等

で
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
推
進

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
左
表
）

　

同
教
室
の
参
加
児
童
は
、
学
年

や
ク
ラ
ス
の
違
う
友
達
、
地
域
の

大
人
と
の
交
流
を
通
じ
、
多
く
の

体
験
と
多
様
な
価
値
観
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
主
に
保
護
者
や
地
域
の

方
等
が
、
学
習
や
体
験
活
動
を
指

導
す
る
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る
安
全

管
理
員
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
各
小
学
校
区
の
推
進

委
員
会
が
配
布
す
る
お
知
ら
せ
等

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

活動内容小学校区

合唱教室、創作、各種スポーツ体験、
読み聞かせ、伝承あそびほか第一小学校区

各種スポーツ体験、読み聞かせ、たい
そう教室、補習、工作第二小学校区

校庭遊び、たいそう教室、音楽体験、
読み聞かせ、工作、昔遊び第三小学校区

校庭遊び、読み聞かせ、手芸、工作、
美術第四小学校区

英会話、留学生と交流あそび、工作、
手芸、カブト虫プロジェクト東小学校区

校庭遊び、クラフト等前原小学校区

英会話、バレーボール、宿題相談、手
芸教室本町小学校区

生け花、手芸、音楽、読み聞かせ、工
作、校庭遊びほか緑小学校区

工作、手芸、陶芸南小学校区

 　

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
レ
ン
ジ
で
ク

リ
ス
マ
ス
用
の
生
け
花
を
お
正
月

用
に
変
え
る
裏
技
も
ご
紹
介
し
ま

す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１２

１２

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
創

作
室

講　

師　

城
梢
翠
さ
ん
（
市
文
化

連
盟
華
道
部
会
員
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
～　

歳
程
度
の
方

２５

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
）

８００

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
電

１１

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
４
０
１
死k0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4

.p
lala.o

r.jp

）
へ
。

 　

掃
除
の
回
数
を
減
ら
す
す
べ
や

整
理
・
収
納
術
を
学
び
、
暮
ら
し

を
楽
に
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
（
月
）
、　

１１

３０

１２

月
７
日
（
月
）
午
後
１
時　

分
～

３０

３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館

講　

師　

吉
村
美
紀
さ
ん
（
Ｄ
Ｉ

Ｙ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
、
戸
田
里
江

さ
ん
（
整
理
収
納
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）　

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
）

２００

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
電
話

１１
学
び
・
く
ら
し

成
人
学
校

エ
コ
ら
く
生
活

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
東
分
館

（
☎　

儿　

儿
４
４
２
２
）
へ
。

０４２

３８４

 
〈
世
界
を
知
る
〉

と　

き　
　

月　

日
（
金
）
、　

１１

１３

２７

日
（
金
）
午
後
２
時
～
４
時
（
全

２
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
本
館

テ
ー
マ
・
講
師　

▽
が
ん
ば
る
ド

イ
ツ
と
Ｅ
Ｕ
の
ゆ
く
え
＝
早
瀬
勇

さ
ん
（
横
浜
日
独
協
会
会
長
）
▽

地
中
海
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
歴

史
と
現
代
＝
吉
村
武
典
さ
ん
（
早

稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究

機
構
次
席
研
究
員
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

５０

企　

画　

ク
リ
ス
タ
ル

〈
こ
の
子
の
困
り
ご
と
は 

な
ん
だ
ろ
う
？
み
ん
な 

で
考
え
る
特
別
支
援
ケ
ー 

ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
〉

と　

き　
　

月　

日
、
平
成　

年

１１

２２

２８

１
月　

日
、
３
月　

日
、
い
ず
れ

２４

１３

も
日
曜
日
午
後
１
時
～
４
時　

分
３０

（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

内　

容　

▽
保
護
者
の
つ
き
そ
い

を
求
め
ら
れ
る
子
ど
も　

▽
学
校

に
お
け
る
合
理
的
配
慮　

▽
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
り
」

開
設
２
年
市
民
意
見
交
換
会

講　

師　

高
橋
智
さ
ん
（
東
京
学

芸
大
学
教
授
）
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

６０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申
込
方
法　
　

月
２
日
か
ら
、
わ

１１

い
わ
い
会
・
塩
原
（
☎　

儿
２
５

０８０

市
民
が
つ
く
る
自
主
講
座

５
８
儿
８
３
３
０
）
へ
。

〈
小
金
井
子
育
て
・
子
育 

ち
情
報
サ
イ
ト「
の
び 

の
び
ー
の
！
」サ
イ
ト 

サ
ポ
ー
タ
ー
・
ス
タ
ー 

ト
講
座
〉

　

地
元
の
子
育
て
情
報
や
子
育
て

仲
間
が
欲
し
い
、
子
ど
も
と
離
れ

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
な
ど
の

思
い
を
、
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
を
通

し
て
実
現
し
ま
せ
ん
か
。

　

平
成　

年
度
か
ら
の
サ
ポ
ー
タ

２８

ー
活
動
を
め
ざ
す
講
座
で
す
。

と　

き　
　

月　

日
、　

月
３

１１

２６

１２

日
、　

日
、
平
成　

年
１
月　

日
、

１０

２８

２１

２
月　

日
、
い
ず
れ
も
木
曜
日
午

１８

前　

時
～
正
午
（
全
５
回
）

１０
と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館

講　

師　

小
杉
圭
子
さ
ん
（
「
の

び
の
び
ー
の
！
」
編
集
員
）
、
山

浦
成
子
さ
ん
（
ね
り
ま
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
ぷ
ら
ね
っ
と
」
、
邦

永
洋
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
が

ね
い
子
ど
も
遊
パ
ー
ク
代
表
）
、

日
之
エ
リ
ー
さ
ん
（
地
域
縁
組
仕

掛
け
人
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
１
歳
以

上
。
８
人
。　

円
。
要
事
前
申

１００

込
。
１
歳
未
満
は
同
室
受
講
可
）

申
込
方
法　
　

月
２
日
か
ら
、
電

１１

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
小
金
井
子

育
て
・
子
育
ち
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
事
務
局
・
水
谷
（
☎　
０７０

儿
６
４
８
８
儿
５
７
３
１
死ko

g

a
n
e
i.k
.k
.n
e
tw
k
@
g
m
a
il.co

m

）
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）

３８３
 　

紅
葉
に
染
ま
る
は
け
の
道
周
辺

を
、
ま
ち
な
か
観
光
案
内
人
が
ご

案
内
し
ま
す
。
キ
ウ
イ
狩
り
も
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
ち
な
か
観
光
案
内

キ
ウ
イ
狩
り
と

秋
の
滄
浪
泉
園

集
散
時
間
・
場
所　
　

月　

日

１１

２３

（
祝
）
午
前
９
時
小
金
井　

宮
地

楽
器
ホ
ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
）
正
面
入
口
集
合
～　
１１

時
は
け
の
道
果
樹
園
解
散

コ
ー
ス　

滄
浪
泉
園
、
野
川
周

辺
、
小
金
井
神
社

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

費　

用　
　

円
（
滄
浪
泉
園
入
園

２００

料
ほ
か
。
キ
ウ
イ
狩
り
代
は
別

途
）

申　

込　
　

月
２
日
～　

日
に
、

１１

１３

電
話
で
観
光
協
会
（
☎　

儿　

儿

０４２

３１６

３
９
８
０
）
へ
。

 
〈
①
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
〉

　

串
田
孫
一
と
交
流
の
あ
っ
た
著

名
人
の
方
々
が
串
田
の
仕
事
や
人

物
像
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

と　

き　
　

月
５
日
（
土
）
午
後

１２

１
時
～
３
時

出　

演　

安
野
光
雅
さ
ん
（
画

家
）、
黒
井
千
次
さ
ん
（
小
説
家
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１５０

そ
の
他　

小
金
井
市
民
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
ま
す
。

〈
②
詩
の
楽
し
み
方
を
学
ぶ
〉

　

串
田
の
詩
を
題
材
に
、
詩
の
楽

し
み
方
を
学
び
ま
す
。

と　

き　
　

月
６
日
（
日
）
午
後

１２

１
時
～
３
時

講　

師　

川
島
環
さ
ん
（
授
業
実

践
家
）

対　

象　

小
学
生
（
小
学
校
４
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

協　

力　

こ
ご
う
ち
ぶ
ん
こ　

こ

と
り
の
へ
や

〈
③
み
ん
な
で
見
よ
う
話 

×

そ
う
！
美
術
館 

て
つ 

が
く
カ
フ
ェ
〉

　

感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を

話
し
な
が
ら
串
田
作
品
を
鑑
賞
し

ま
す
。

市
立
は
け
の
森
美
術
館
企

画
展
「
生
誕　

周
年

１００

串
田
孫
一
」
関
連
企
画

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１２

１２

１
時
～
３
時

講　

師　

井
尻
貴
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
こ
ど
も
哲
学
お
と
な
哲
学

ア
ー
ダ
コ
ー
ダ
理
事
）

そ
の
他　

小
学
校
４
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

〈
④
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

コ
ン
サ
ー
ト
〉

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１２

１９

２
時
～
３
時

出　

演　

小
金
井
市
民
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

２０

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

と
こ
ろ　

①
小
金
井　

宮
地
楽
器

ホ
ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
）
小
ホ
ー
ル
②
③
④
同
美
術

館参
加
費　

①
無
料
②
③
④
無
料

（
要
観
覧
券
）

申
込
方
法　

①　

月　

日
②　

日

１１

２０

２１

③　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

２７
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
希
望
講
座
名
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
（
学
年
）・
電
話

番
号
・
返
信
先
（
住
所
、
フ
ァ
ク

ス
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

い
ず
れ
か
）
を
明
記
し
、
市
立
は

け
の
森
美
術
館
へ
。

問
合
先　

同
美
術
館
（
〒　

儿
０

１８４

０
１
２
中
町
１
儿　

儿
３
☎　

儿

１１

０４２

　

儿
９
８
０
０
＝
午
前　

時
～
午

３８４

１０

後
５
時
、 
　

儿　

儿
５
２
８
１

０４２

３８１

死s0
3
0
9
9
9
@
ko
gan
ei-sh

i.j

p

）

FAX

若
者
コ
ー
ナ
ー

は
じ
め
て

は
じ
め
て
のの

「
い
け
ば
な

　
　
「
い
け
ば
な
」」

体
験
講

　
　
　
　
　

体
験
講
座座

【広告掲載欄】
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月
１
日（
日
）

１１

　

月
３
日（
火
・
祝
）

１１

　

月
８
日（
日
）

１１

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&

&
&
&
&
&

受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

ひ
ら
た
循
環
器
ク
リ
ニッ
ク

内
循

本町5―40―3
☎042―401―6157

北大通り

北口北口

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

北口

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

共
立
診
療
所

内
小
外
皮

本町6―9―38―3F
☎042―383―5111

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

南口南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

南口 清  

水  

医  

院

内
皮

本町4―19―16
☎042―384―1212

北大通り

上水公園
運動施設 梶

野
町
ク
リ
ニッ
ク

皮

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―2―17
☎0422―54―5507

貫井南町5―20―13
☎042―381―6627

竹
田
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内

交番
胃腸科
医院

酒店

貫井団地
薬局

貫井南町
二丁目

西の久保通り

新
小
金
井
街
道

至
貫
井
ト
ン
ネ
ル

藤
本
歯
科
医
院

貫井北町2―8―15
☎042―387―8211

中大附属高

ス
ト
ア

歩
道
橋

公務員住宅 本
町
住
宅

新
小
金
井
街
道学

芸
大 GS

岡
山
小
児
科
医
院

小

貫井北町5―28―16
☎042―324―4792

学芸大

至国分寺
保健
センター

コンビニエ
ンスストア

変電所
学芸大正門前

中央本線

さ
い
と
う
医
院

内
循
消

東町4―21―10
☎042―380―5510

連雀通り

東小
農工大通り

新
小
金
井
駅

酒
店

西武
多摩川線

本町2―10―20
☎042―381―2606

浅
沼
整
形
外
科

整
外
リ 

ハ

ボウリング場

至武蔵小金井駅
北口

けやき通りけやき通りけやき通り
小
金
井
街
道

武
蔵
野
中
央
病
院

内

東町1―44―26
☎0422―31―1231

酒店

連雀通り

都
営
住
宅

新
小
金
井
駅

交
番

西
武
多
摩
川
線

東
小
金
井
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク

東町4―37―26
☎042―382―3888

農協
支店

至東小金井駅南口至東小金井駅南口至東小金井駅南口

農工大通り

内

ア

消
内

呼
内

循
内
漢
内 前原町3―40―1―313

小金井スカイコーポラス
☎042―383―4658

岩
内
歯
科
医
院

小金井スカイ
コーポラス

前原坂上
　交差点

武蔵小金井駅
南口

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―18―3
ユニーブル武蔵小金井
スイート203B
☎042―387―1603

は
ぎ
ク
リ
ニッ
ク

内
外

科
内
器
吸
呼
い
ね
が
こ
新
呼
ア
内
小

東町4―8―13 登川ビル１階
☎042―380―9080

交番

東小

線
川
摩
多
武
西

金
小
新

駅
井

農工大通り

東小金井駅

中
野
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニッ
ク

婦
内

産

緑町1―4―33
☎042―384―3332

アパート
北大通り

パン屋

喫
茶
店

東
大
通
り

地蔵通り

広
瀬
耳
鼻
咽
喉
科

耳

本町1―9―5
スカイラーク小金井ビル1F
☎042―384―1116

武蔵小金井駅

南口

農工大通り
小
金
井
街
道前原坂上

交差点

小
松
外
科
胃
腸
科

外
胃

本町2―20―20
☎042―381―3346

至武蔵小金井駅
北口

北大通り

至小金井橋
本町２丁目
交差点

小
金
井
街
道

菊
田
歯
科
医
院

梶野町5―9―7
☎042―381―9382

東小金井駅

交番北口

そば店

北大通り
梶野町交差点

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
ひばり薬局（小金井店）

（ ）本町2－10－17岩内ビル1F
☎042－388－5389

 
根本薬局

（ ）東町4－20－1
☎042－384－2146

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
薬局日本メディカル

（ ）本町1－18－3
☎042－316－5407

 
キタムラ薬局

（ ）本町1－8－12
☎042－384－8292

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

.p
lala.o
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）
へ
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〈
元
気
な
歌
声
で
小
金
井 

を
明
る
く
し
よ
う 

（
秋
編
）〉

　

懐
か
し
の
歌
声
喫
茶
で
一
緒
に

歌
い
ま
し
ょ
う
。

と　

き　
　

月　

日
（
祝
）
午
後

１１

２３

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
本
町
分
館

講　

師　

さ
さ
い
は
る
み
さ
ん

（
歌
唱
指
導
）
、
神
野
和
博
さ
ん

（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

参
加
費　
　

円
（
飲
食
代
）

４００

申
込
方
法　
　

月　

日
（
必
着
）

１１

１０

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電

話
番
号
・
希
望
の
飲
み
物
（
コ
ー

ヒ
ー
ま
た
は
紅
茶
の
い
ず
れ
か
）

を
明
記
し
、
公
民
館
本
町
分
館

「
元
気
な
歌
声
係
」
へ
。

〈
新
選
組
・
江
戸
め
ぐ
り 

儿
都
内
ゆ
か
り
の
地
を 

　

訪
れ
、ル
ー
ツ
を 

　

探
る
〉

集
散
時
間
・
場
所　
　

月
８
日

１２

（
火
）
午
前
９
時
公
民
館
本
町
分

館
集
合
～
午
後
４
時
ご
ろ
同
所
解

散
（
雨
天
実
施
）

コ
ー
ス　

試
衛
館
跡
（
新
宿

区
）
、
伝
通
院
（
文
京
区
）
、
近

藤
勇
の
生
家
跡
（
調
布
市
）
ほ
か

講　

師　

村
瀬
彰
吾
さ
ん
（
元
・

日
野
市
立
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴

史
館
館
長
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２４

そ
の
他　

▽
昼
食
は
予
約
し
ま
す

（
実
費
負
担
千　

円
程
度
）
▽
マ

５００

イ
ク
ロ
バ
ス
使
用

申
込
方
法　
　

月　

日（
必
着
）ま

１１

１３

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
公
民
館
本
町
分
館

「
新
選
組
江
戸
め
ぐ
り
係
」
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

市
民
講
座

学
の
方

問
合
先　

公
民
館
本
町
分
館
（
〒

　

儿
０
０
０
４
本
町
２
儿　

儿　

１８４

１５

１１

☎　

儿　

儿
１
１
７
０
）

０４２

３８３

 
と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１１

１９

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

上
之
原
会
館

※　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
マ
イ
バ
ッ
グ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
】

　

ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物

を
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
出
店

受
付
は
午
前
９
時　

分
開
始
）

３０

出
店
者　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

出
店
料　

１
区
画　

円
（
０
・
９

２００

㍍
×
０
・
９
㍍
）

取
扱
品
目　

持
参
で
き
る
物
（
一

般
雑
貨
、
電
気
製
品
、
衣
類
等
）

※　

び
ん
・
缶
詰
以
外
の
食
品
、

手
作
り
品
、
合
成
洗
剤
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
使
用
製
品
、
医
薬
品
、

動
植
物
等
は
出
品
不
可

【
お
も
ち
ゃ
の
病
院
】

　

修
理
を
要
す
る
お
も
ち
ゃ
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

費　

用　

診
察
料
１
件　

円
（
材

１００

料
費
は
実
費
）

【
食
器
リ
サ
イ
ク
ル
】

　

陶
磁
器
（
せ
と
も
の
）
で
割
れ

た
り
、
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※　

搬
入
量
は
１
人
に
つ
き
、
自

転
車
に
積
め
る
程
度
ま
で
。

対　

象　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

回
収
で
き
な
い
も
の　

洗
浄
さ
れ

て
い
な
い
食
器
、
土
鍋
、
素
焼
き

の
食
器
、
ボ
ー
ン
チ
ャ
イ
ナ
、
ガ

ラ
ス
、
強
化
ガ
ラ
ス
食
器
、
手
作

り
品
、
花
び
ん
、
灰
皿
等

主　

催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

お
も
ち
ゃ
の
病
院
と

食
器
リ
サ
イ
ク
ル

  　

お
気
に
入
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を

図
書
館
に
お
泊
ま
り
さ
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に

お
は
な
し
を
聞
い
た
あ
と
、
お
泊

ま
り
さ
せ
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
月
）
午
後

１１

１６

４
時　

分
か
ら

１５

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
２

階
学
習
室
Ａ

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
幼

児
～
小
学
生

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

そ
の
他　

▽
ぬ
い
ぐ
る
み
を
一
つ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
▽
ぬ
い
ぐ
る

み
の
図
書
館
で
の
よ
う
す
を
写
真

に
撮
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申　

込　
　

月
１
日
か
ら
電
話
ま

１１

た
は
直
接
、
図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）へ
。　

０４２

３８５

 
と　

き　
　

月　

日
～　

日
の
毎

１１

１４

２８

週
土
曜
日
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

（　

～　

分
程
度
）

３０

４０

と
こ
ろ　

図
書
館
貫
井
北
分
室
お

話
し
室

対　

象　

４
歳
～
小
学
校
２
年
生

程
度

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

 
と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１１

１４

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

東
小
学
校
図
工
室

講　

師　

ふ
く
ろ
う
の
会
学
習
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

対　

象　

小
学
校
３
年
生
～
中
学

生
（
小
学
校
３
年
生
は
保
護
者
の

送
迎
が
必
要
で
す
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

申　

込　
　

月
２
日
か
ら
、
電
話

１１

で
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎

子

ど

も

ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会

お
は
な
し
会

放
課
後
子
ど
も
教
室

ふ
く
ろ
う
の
工
作
教
室

す
っ
と
び
や
じ
ろ
べ
い

　

儿　

儿
９
８
７
９
）
へ
。

０４２

３８７

  
集
散
時
間
・
場
所　

平
成　

年
１

２８

月
８
日
（
金
）
午
後　

時
リ
サ
イ

１１

ク
ル
事
業
所
集
合
～　

日
（
祝
）

１１

午
後
８
時
ご
ろ
同
所
解
散
（
大
型

バ
ス
使
用
）

と
こ
ろ　

志
賀
高
原
一
の
瀬
ス
キ

ー
場
（
長
野
県
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
小
学
生
以
上
の
方
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

４５

参
加
費　

小
学
生
＝
２
万
４
千　
９００

円
、
一
般
＝
２
万
７
千　

円
（
教

９００

室
開
催
中
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
は
４

千
円
）

そ
の
他　

▽
公
認
の
級
別
テ
ス
ト

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
▽
参
加
者
の

フ
ォ
ー
ム
等
を
撮
影
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
方
法　
　

月
２
日
～　

日

１１

１５

（
必
着
）
に
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
市
ス

キ
ー
連
盟
「
市
民
ス
キ
ー
教
室

係
」
（
〒　

儿
０
０
１
３
小
平
市

１８７

回
田
町　

儿　

堀
江
方 
　

儿　

２６３

１３

０４２

３２９

儿
１
８
３
８
）
へ
。

問
合
先　

市
ス
キ
ー
連
盟
・
高
澤

（
☎　

儿
２
３
０
７
儿
９
０
１
４
）

０９０
※　

こ
の
事
業
は
、
市
の
委
託
事

業
で
す
。

 
と　

き　
　

月
５
日
（
土
）
午
前

１２

　

時
か
ら

１０と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
小
体
育
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

主
管
・
申
込　
　

月
５
日
～　

月

１１

１２

３
日
に
、
電
話
で
市
太
極
拳
協

会
・
山
内
（
☎　

儿
９
８
０
９
儿

０９０

６
３
９
４
）
へ
。

ス

ポ

ー

ツ

市
民
ス
キ
ー
教
室

（
Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
）

FAX

第　

回
市
民
体
育
祭

６７
気
功
教
室

と　

き　

平
成　

年
１
月
３
日

２８

（
日
）
午
前
８
時
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
集
合
～
午
後
５
時
同
所
解
散

参
加
費　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
＝
８
千
円
、
そ
の
他
の
方

＝
９
千
円
（
食
事
代
、
バ
ス
代
、

保
険
代
等
）

そ
の
他　

▽
団
体
申
込
も
受
け
付

け
ま
す
。
団
体
の
場
合
は
、
指
定

の
集
合
場
所
へ
バ
ス
を
配
車
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
▽
申
込
人
数

が　

人
以
下
の
場
合
は
運
行
を
中

１５
止
し
ま
す
。

申
込
方
法　
　

月
２
日
～　

月　

１１

１２

１０

日
に
、
電
話
で
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
生
年
月
日
・
年
齢
お
よ
び
代

表
者
の
住
所
・
電
話
番
号
を
清
里

山
荘
申
込
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

１
２
０
儿　

儿　

）
へ
。

４８４

６４７

問
合
先　

清
里
山
荘
（
☎
０
５
５

１
儿　

儿
４
６
４
９
）

４８

  　

ご
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
、
地

域
の
方
や
専
門
家
と
交
流
し
ま
せ

ん
か
。
今
回
は
介
護
ア
ロ
マ
ハ
ン

ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
方
法
も
学

び
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１１

１９

　

時　

分
～
午
後
２
時

１０

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

参
加
費　
　

円
（
お
茶
代
）

１００

そ
の
他　

当
日
参
加
も
可
能
で

す
。

申　

込　
　

月　

日
ま
で
に
、
電

１１

１８

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
４
０
１
死k0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4

認
知
症
カ
フ
ェ
ぬ
く
い
き
た

身
曾
岐
神
社

　
　

初　

詣

清
里
山
荘
バ
ス
ツ
ア

清
里
山
荘
バ
ス
ツ
ア
ーー


